
豊
島
法
人
会
報  

第
二
〇
八
号
　
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
日
発
行
　
●
発
行
所  

社
団
法
人  

豊
島
法
人
会   

東
京
都
豊
島
区
池
袋
ニ
─
五
五
─
二  

鈴
木
ビ
ル
一
階
　
電
話
0
3（
3
9
8
5
）8
9
4
0 

●
編
集
人  

広
報
委
員
会 

●
印
刷  

（
株
）
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
　
定
価
二
〇
〇
円

●新春のご挨拶
●法人会の活動状況
●豊島税務署からのお知らせ
●決算シールについて

社団法人
豊島法人会報

JANUARY '09  NO. 2081

表1-4 208.indd   2 09.1.8   6:39:34 PM



新春のご挨拶……………………………………………… 3～4
　豊島税務署長　　　和氣　　光
　豊島法人会会長　　鈴木　孝雄
　豊島区長　　　　　高野　之夫　
納税表彰式……………………………………………………… 4
法人会の活動状況……………………………………… 5～25
新春のご挨拶（役員） ………………………………… 15～18
新規会員紹介コーナー（3社） ………………………………25
中学生の体験学習………………………………………………26
都税事務所からのお知らせ……………………………………27
豊島税務署からのお知らせ……………………………………28
決算シールについて……………………………………………30
豊島法人会行事予定……………………………………………31
表紙の言葉・編集後記…………………………………………31

社団法人 豊島法人会1JANUARY 2009  No.208

■法人会の趣旨は…
法人会とは、よき経営者をめざす108万社の会員組織です。
法人会でのさまざまな業種の人との出会いは、新しい仕事のつなが
りをうみだします。
法人会は、公正な税制の実現のため経営者の声を国へアピールして
います。

■法人会のシンボルマークとは…
中心の円は、「法人会」のコア（核）である「よき経営者をめざす
ものの団体」を表しております。
そのコアのもとに集まる「人」の姿を「法人会」の頭文字“h”に
合わせ、企業と社会の健全な発展に貢献する団体であることを、
力強く象徴しています。
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）89403

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
社
団
法

人
豊
島
法
人
会
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鈴
木
会
長
を
は
じ
め
法
人
会
の
皆
様
方
に
は

平
素
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
紙
面
を
お
借
り
い

た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豊
島
法
人
会
の
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
会
本

来
の
目
的
で
あ
る「
会
員
研
鑽
」・「
納
税
意
識
の

向
上
」・「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」を
推
進
す
る
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
中
学
生
の
企
業
体
験
学
習
を
は
じ
め
、

「
雑
司
が
谷
歴
史
散
歩
＆
東
京
音
大
の
コ
ン
サ
ー

ト
」や
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
」な

ど
、
本
部
を
は
じ
め
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
き
ま
し

て
地
域
社
会
貢
献
活
動
に
顕
著
な
実
績
を
収
め

ら
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
昨
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た

新
公
益
法
人
制
度
に
則
し
た
定
款
等
規
約
や
事

業
内
容
の
見
直
し
な
ど「
公
益
社
団
法
人
」へ
の

移
行
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

法
人
会
役
員
、
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
更
な
る
ご

活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化

や
Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た
著
し
い

経
済
社
会
構
造
の
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
私
ど
も
税
務
当
局
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
国
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
責
務
を

果
た
す
べ
く
、
時
代
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
、

ま
た
、
納
税
者
の
方
々
の
視
点
に
立
っ
た
行
政

を
行
い
、「
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
と
期
限

内
納
付
の
確
立
」を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

皆
様
の
信
頼
を
得
ら
れ
ま
す
よ
う
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
、

い
わ
ゆ
る
e
─
T
a
x
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
と
行
政
運
営
の
簡
素
化
・

効
率
化
を
図
る
た
め
、
最
重
要
課
題
と
し
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

豊
島
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
昨
年
五

月
の
通
常
総
会
に
お
い
て
鈴
木
会
長
か
ら「
e
─

T
a
x
利
用
推
進
宣
言
」を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
と
と
も
に
、
六
月
に「
e
─
T
a
x
進
室
」
を
開

設
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
以
来
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
利
用
し
た
研
修
会
も
多
数
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

本
年
も
e
─
T
a
x
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、

御
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年
、
平
成

二
十
一
年
が
豊
島
法
人
会
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
健
康
で
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
法
人
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
情
勢
は
、
昨
秋
か
ら
の
ア

メ
リ
カ
金
融
不
安
の
影
響
で
、
急
激
な
不
況
に
陥

り
、
企
業
の
新
規
採
用
の
内
定
取
り
消
し
、
派
遣

労
働
者
、
期
間
労
働
者
の
契
約
打
ち
切
り
等
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
不
安
が
一
層
募
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
特
に
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
ま
す
ま

す
厳
し
い
経
営
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
豊
島
法
人
会
で
は

二
十
年
度
の
活
動
基
本
方
針
に
則
り
、
従
来
か
ら

の「
会
員
の
研
鑚
」「
納
税
意
識
の
向
上
」「
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
」を
積
極
的
に
展
開
す
る
と

と
も
に
、
新「
公
益
法
人
制
度
」に
お
け
る
事
業
、

組
織
等
の
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
法
人
会
財
政
基
盤
の
柱
に
な
り
ま
す
会

員
勧
奨
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気
悪
化
を
ま
と
も

に
受
け
、
企
業
の
経
費
節
減
等
も
あ
り
、
成
果
が

思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
、
さ

ら
に
経
済
状
況
が
厳
し
く
な
る
よ
う
で
す
が
、
役

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
会
員
数
の
増
加
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

昨
年
は
、
税
制
改
正
の
研
修
会
等
、
き
め
細
か

な
充
実
し
た
内
容
の
研
修
を
数
多
く
実
施
し
、

特
に
、
国
税
庁
が
進
め
い
て
い
る
電
子
納
税
申

告
シ
ス
テ
ム
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
五
月
の
総
会
時
に
は
、「
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
推

進
宣
言
」
を
お
こ
な
い
、
豊
島
税
務
署
、
東
京
税

理
士
会
豊
島
支
部
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
研
修
会
」を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
い
て
、
税
を
主
体
と
し
た
研
修

会
を
、
会
員
外
に
も
対
象
を
広
げ
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
、「
公
益
法
人
制
度
」
の
法
律

が
施
行
さ
れ
、
今
年
は
、
豊
島
法
人
会
の
み
な
ら

ず
、
他
の
法
人
会
も
、
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生

を
目
指
し
、
多
く
の
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
す
る

方
向
で
す
。

　

昨
年
の
当
会
の
社
会
貢
献
活
動
を
み
ま
す
と
、

中
学
生
の
企
業
体
験
学
習
を
は
じ
め
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス
マ

ス
音
楽
祭
、雑
司
が
谷
歴
史
散
歩
＆
コ
ン
サ
ー
ト
、

献
血
活
動
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
事
業

を
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
多
大
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
は
新
し
い「
公
益
社
団
法
人
」
の
認
可
取

得
に
向
け
て
、
一
段
と「
公
益
性
」
を
高
め
た
社

会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
く
努
力
が
必
要
か
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
豊
島
区
の
行
政
を
は
じ
め
、

豊
島
税
務
連
絡
協
議
会
、
東
京
商
工
会
議
所
豊
島

支
部
、
豊
島
産
業
協
会
、
豊
島
区
商
店
街
連
合
会
、

町
会
連
合
会
等
と
各
団
体
の
事
業
を
通
し
て
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
豊
島
法
人
会
の
運
営
に
対
し
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
、
ご
高
配
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て

会
員
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄

を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動
の
展
開
を

豊
島
法
人
会
会
長　

鈴
木 

孝
雄

2009年　新春のごあいさつ

新
年
の
ご
挨
拶豊

島
税
務
署
長　

和
氣
　
光
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 4

▲主税局長表彰を受ける鈴木会長（右） ▲祝賀会会場にて

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
社

団
法
人
豊
島
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

豊
島
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地

域
に
お
け
る
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
税
に
関
す
る
実
務
講
座
や
簿
記

講
座
な
ど
、
会
員
の
皆
様
方
の
自
己
啓
発

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
納
税
意
識
の
向

上
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
、
区
内

最
大
の
産
業
イ
ベ
ン
ト
「
と
し
ま
も
の
づ

く
り
メ
ッ
セ
」
へ
の
企
画
段
階
か
ら
の
参

画
や
区
内
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
の
受

け
入
れ
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
お
ら
れ
、
鈴
木
孝

雄
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
に
深
い
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

米
国
発
の
金
融
危
機
が
我
が
国
の
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
中
小

企
業
の
経
営
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

区
で
は
、
先
の
定
例
会
に
お
い
て
、
不
景

気
に
影
響
を
受
け
や
す
い
小
規
模
零
細
企

業
者
を
対
象
と
し
た
「
小
企
業
資
金
」
に

つ
い
て
、
利
子
補
給
の
補
助
率
を
大
幅
に

上
げ
る
と
と
も
に
、
融
資
の
際
に
必
要
な

信
用
保
証
料
に
つ
い
て
も
補
助
率
を
拡
大

す
べ
く
補
正
予
算
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

併
せ
ま
し
て
、
中
小
企
業
の
相
談
員
を
増

や
し
、
相
談
窓
口
を
強
化
す
る
な
ど
、
区

内
中
小
企
業
の
皆
様
方
の
ご
要
望
に
お
応

え
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
迅
速
な
対
応

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

豊
島
区
は
、
今
後
も
景
気
動
向
に
細
心

の
注
意
を
払
う
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
戴
き
な
が
ら
、
商
工
住
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
地
域
経
済
の
発
展
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
、
豊
島
法
人
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
繁

栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2009年　新春のごあいさつ

新
年
の
ご
挨
拶

豊
島
区
長　

高
野
之
夫

〈
平
成
二
十
年
度
納
税
表
彰
式
〉

　

�

平
成
二
十
年
度
納
税
表
彰
式
が
、
十
一
月
十
三
日（
木
）ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京
で

行
わ
れ
た
。
豊
島
法
人
会
関
係
の
受
彰
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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飯
田
　
　
侃	

常
任
理
事

		


松
尾
　
欽
彌	

常
任
理
事

		


若
林
　
正
美	

常
任
理
事

	

豊
島
税
務
署
長
感
謝
状

		


白
井
　
宏
一	

常
任
理
事

		


西
山
　
　
実	

常
任
理
事

		


野
田
　
彰
造	

理
事

		


野
本
　
　
渉	

常
任
理
事

	

豊
島
税
務
連
絡
協
議
会
表
彰

		


浅
川
　
　
徹	

理
事

		


織
部
　
良
一	

理
事

		


北
島
　
節
夫	

理
事

		


鈴
木
　
　
明	

理
事

		


中
村
　
泰
之	

理
事

〈
東
京
都
税
務
功
労
者
主
税
局
長
表
彰
〉

　
�

十
一
月
七
日（
金
）、
東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
で「
税
務
功

労
者
主
税
局
長
表
彰
」の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
鈴
木
孝
雄

会
長
が
受
彰
さ
れ
た
。

〈
東
京
都
税
務
功
労
者
所
長
感
謝
状
〉

　

�

十
一
月
二
十
日（
木
）、
東
京
都
豊
島
都
税
事
務
所
で「
税

務
功
労
者
所
長
感
謝
状
」の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
豊
島
法

人
会
関
係
は
、
西
島
貞
枝
常
任
理
事
が
受
彰
さ
れ
た
。

十
一
月
十
三
日（
木
）／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。〈
納
税
表
彰
式
〉
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法
人
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
る

﹁
税
の
啓
発
活
動
な
ど
で

広
く
国
民
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
法
人
会
づ
く
り
を
目
指
す
﹂

十
月
二
日（
木
）／
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園（
き
ら
ら
多
目
的
ド
ー
ム
）

第
二
十
五
回 

法
人
会
全
国
大
会
山
口
大
会

　

第
二
十
五
回
法
人
会
全
国
大
会
が
、
十
月

二
日
、
山
口
県
の
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園

（
き
ら
ら
多
目
的
ド
ー
ム
）
で
開
催
さ
れ
、
全

国
か
ら
約
一
九
〇
〇
名（
う
ち
東
京
か
ら
は
約

二
三
〇
名
）
の
会
員
が
参
加
し
た
。（
当
会
か

ら
は
、
鈴
木
会
長
、
宮
代
・
長
島
・
南
山
副
会

長
の
四
名
が
出
席
し
た
。）

　
「
大
会
式
典
」
で
は
、
大
橋
光
夫
全
法
連
会

長（
東
法
連
会
長
）
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ

な
ど
に
続
き
、
会
員
増
強
な
ど
各
表
彰
、
金
田

達
明
全
法
連
副
会
長（
東
法
連
副
会
長
・
浅
草

法
人
会
会
長
）
に
よ
る「
平
成
二
十
一
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
提
言
」の
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

▲当会からの参加者（左から南山副会長、鈴木会長、宮代副会長、長島副会長）

▲全国大会会場のきららドーム

　

締
め
く
く
り
と
し
て
、「
今
後
は
新
公
益
法

人
制
度
を
踏
ま
え
、
租
税
教
育
な
ど
税
の
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
国
民
か
ら
受

け
入
れ
ら
れ
る
法
人
会
づ
く
り
を
目
指
す
と
と

も
に
、
自
ら
の
公
益
性
と
透
明
性
を
高
め
る
た

め
の
不
断
の
努
力
を
こ
こ
に
誓
う
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
税
制
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
経

済
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資

す
る
税
制
、
努
力
し
た
も
の
が
報
わ
れ
る
税
制

を
確
立
す
る
べ
き
で
あ
る
。」
な
ど
の
大
会
宣

言
を
朗
読
し
て
閉
幕
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
に
先
立
ち
、
千
葉
商
科
大
学
大

学
院
教
授
の
斎
藤
精
一
郎
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
ど
う
な
る
か
、
今
後
の
日
本
経
済
」
の
演
題

で
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言（
要
約
）

総
論

第
一　

経
済
社
会
の
あ
る
べ
き
姿

　

�

日
本
経
済
の
先
行
き
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

政
府
は
国
民
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
将
来
展

望
や
改
革
工
程
を
早
急
に
示
し
、
国
民
に
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
二　

行
財
政
改
革
の
推
進
と
歳
出
削
減

　

�

政
府
の
行
財
政
改
革
は
抜
本
改
革
に
は
程
遠

く
、
ど
こ
ま
で
実
現
す
る
の
か
不
透
明
で
あ

る
。
特
に
、
議
員
・
公
務
員
の
大
幅
削
減
、

さ
ら
な
る
給
与
の
見
直
し
を
強
く
求
め
る
。

第
三　

社
会
保
障
制
度
・
国
民
負
担
の
あ
り
方

　

�

社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
納
得

で
き
る
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
年
金

制
度
は
、
保
険
料
と
税
負
担
の
あ
り
方
や
受

益
と
負
担
の
公
平
等
、
中
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

明
確
に
し
、
持
続
可
能
で
安
心
で
き
る
制
度

づ
く
り
を
急
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

第
四　

国
と
地
方
の
あ
り
方

　

�

国
民
が
求
め
て
い
る
の
は
、
国
と
地
方
の
役

割
分
担
を
明
確
化
す
る
地
方
分
権
型
シ
ス
テ

ム
の
確
立
と
歳
出
削
減
を
中
心
と
す
る
行
政

の
効
率
化
で
あ
る
。

第
五　

税
制
改
革
の
あ
り
方

　

�

中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
、
努
力

し
た
も
の
が
報
わ
れ
る
税
制
の
確
立
を
急
ぐ

べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
法
人
税
率（
軽

減
税
率
を
含
む
）の
引
き
下
げ
お
よ
び
事
業
承

継
税
制
の
確
立
を
最
重
要
課
題
と
し
て
提
示

す
る
。

第
六　

租
税
教
育
の
充
実

　

�

学
校
教
育
は
も
と
よ
り
社
会
全
体
で
租
税
教

育
に
取
り
組
み
、
税
の
役
割
を
正
し
く
理
解

し
て
、
真
の
納
税
者（
タ
ッ
ク
ス
・
ペ
イ
ヤ
ー
）

意
識
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

法人会の活動状況
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租
税
教
室
、会
報
手
配
料
改
訂
等
を
審
議

組
織
委
員
が
熱
演　

勧
奨
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

第
三
回
理
事
会

合
同
支
部
長
会

十
月
二
十
一
日（
火
）／
桐
杏
学
園

十
月
八
日（
水
）／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

　

豊
島
税
務
署
か
ら
和
氣
署
長
、北
川
副
署
長
、

鎗
田
法
一
統
括
官
、
田
代
上
席
に
ご
出
席
い
た

だ
き
開
催
し
た
。

　

十
月
、
十
一
月
の
二
个
月
間
の
増
強
月
間
を

迎
え
、
今
年
度
も
各
支
部
長
を
集
め
、
ホ
テ
ル

ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京
で
合
同
支
部
長
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
趣
向
を
変
え
、
組
織
委
員
に
よ
る

勧
奨
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
寸
劇
形
式
で
行
な

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
多
く
の
支
部
長
か
ら
会
員
増
強
に
あ

た
り
、“
実
際
に
何
を
や
れ
ば
い
い
の
か
分
か

ら
な
い
”“
他
の
支
部
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
”と
の

要
望
に
応
え
る
た
め
の
新
た
な
試
み
で
す
。「
増

強
活
動
の
準
備
」、「
未
加
入
法
人
の
会
社
へ
の

訪
問
」、「
入
会
さ
れ
た
会
員
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
」
の
三
つ
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定

し
、
組
織
委
員
が
支
部
長
・
社
長
に
扮
し
舞
台

に
立
ち
ま
し
た
。
勧
奨
す
る
に
あ
た
っ
て
の
ポ

　

議
事
に
先
立
ち
、
会
員
増
強
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
、大
同
生
命
、Ａ
Ｉ
Ｕ
、ア
フ
ラ
ッ

ク
各
社
の
増
強
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
は
報
告
事
項
、
審
議
事
項
に
分
か
れ
、

報
告
事
項
は
、次
の
と
お
り
順
次
報
告
さ
れ
た
。

一
、�

二
十
年
度
上
期
の
年
会
費
、
簡
保
手
数

料
の
収
入
状
況

二
、
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
ｅ
─
Ｔ
ａ
ｘ
研
修
会

三
、
会
員
増
強
月
間

四
、
納
税
表
彰
式
関
係

五
、「
タ
ウ
ン
誌
」の
広
告
募
集
状
況

六
、
委
員
会
・
部
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
報
告

七
、
第
二
回
監
事
会
報
告

審
議
事
項
は
、

一
、�「
と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
」へ
の
出

展（
二
十
一
年
三
月
十
二
日
～
十
四
日　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
Ｂ
）

二
、�

会
報
手
配
料
の
改
定（
現
行
の
百
二
十

円
か
ら
百
五
十
円
に
変
更
）

三
、�

事
務
局
会
議
室
の
使
用（
会
議
室
で
の

︹
弁
当
︺等
の
食
事
を
可
）、

以
上
検
討
さ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
理
事
会
開
催
の
前
に
、
池
袋
警
察
署

か
ら「
振
り
込
め
詐
欺
防
止
」
の
注
意
事
項
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

イ
ン
ト
や
注
意
事
項
、
退
会
防
止
策
な
ど
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り（
？
）

の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
支
部
長

か
ら
は
た
い
へ
ん
好
評
で
、
増
強
月
間
に
対
し

て
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
懇
親
会
で
も
、
支
部

長
会
の
和
や
か
な
雰
囲
気
そ
の
ま
ま
に
、
明
る

い
ム
ー
ド
で
盛
り
上
が
り
、
今
年
度
の「
会
員
増

強
」「
厚
生
制
度
推
進
」を
昨
年
よ
り
、
数
字
が

上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
増
強
活
動

も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
が
、
人
と
人

と
の
繋
が
り
が
、
法
人
会
と
の
繋
が
り
へ
と
発

展
し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲慎重に審議が行なわれた

▲笑いと涙（？）に包まれた会場

▲池袋警察署から振り込め詐欺防止の呼びかけ

▲寸劇で増強活動を分かりやすく

法人会の活動状況
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ゴ
ル
フ
仲
間
が
集
ま
っ
た

豊
島
法
人
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
二
十
八
日（
火
）／
皆
川
城
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

▲野崎均氏が優勝（左）

▲準優勝の池田憲治氏（左）

▲3位の成毛隆雄氏（左） ▲チャリティ金は高野区長を通じ車椅子を寄贈した

豊
島
区
の
福
祉
に
協
力

　

好
天
に
恵
ま
れ
、「
ゴ
ル
フ
仲
間
」

七
十
八
名
が
一
日
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
回
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
と

し
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ホ
ー
ル
を
設
け
ご
協
力

い
た
だ
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
を
、
豊
島
区

の
福
祉
に
寄
贈
す
る
目
的
で
開
催
し
た
。

　

成
績
は
、
㈲
フ
レ
ン
ド
の
野
崎
均
氏
が

見
事
優
勝
し
、
準
優
勝
は
、
青
年
部
会
長

の
池
田
憲
治
氏（
中
央
電
設
㈱
）。パ
ー
テ
ィ

の
時
、
会
長
か
ら
賞
品
を
受
け
取
っ
た
。

車
椅
子
を
寄
贈

　

今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
で
、
車
椅
子
を
購
入

し
、
十
二
月
十
五
日
、
鈴
木
会
長
、
南
山
副
会

長
は
じ
め
法
人
会
役
員
が
、
豊
島
区
役
所
を
訪

れ
、
高
野
区
長（
豊
島
区
福
祉
協
議
会
会
長
）

に
手
渡
し
た
。

　

参
加
者
、
準
備
・
賞
品
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
皆
様
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（写真／競技委員長

　
若林正美）

成績表（上位5名）
順位 PLAYER OUT IN GROSS HDCP NET
優勝 野崎　　均 45 41 86 16.8 69.2
準優勝 池田　憲治 36 33 69 +1.2 70.2
3位 成毛　隆雄 36 36 72 1.2 70.8
4位 関根　伸好 41 37 78 7.2 70.8
5位 新木　淳夫 41 42 83 12.0 71.0

法人会の活動状況
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「税を考える週間」に和氣署長 北川副署長が講演
ブロック合同税務研修会を開催

　

豊
島
税
務
連
絡
協
議
会
合
同
署
長
講

演
会
の
形
で
開
催
さ
れ
、
法
人
会
は
じ

め
各
団
体
か
ら
の
出
席
者
は
百
名
を
超

え
た
。

　

和
氣
署
長
は
、
た
ば
こ
税
、
揮
発
油

税（
ガ
ソ
リ
ン
税
）、
消
費
税
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
、
特
に
消
費
税
に
つ
い
て
は
、

消
費
税
の
仕
組
み
、
消
費
税
税
収
の
構

造
、
諸
外
国
の
消
費
税
の
現
状
な
ど
詳

し
く
説
明
さ
れ
た
。

　

北
川
副
署
長
は
、「
税
の
基
本
的
機

能
」「
税
制
の
仕
組
み
」「
Ｉ
Ｔ
化
に
関

す
る
取
組
」「
国
際
化
に
関
す
る
取
組
」

の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
、
最

後
に
法
人
会
に
対
し
、「
税
の
オ
ピ
ニ

オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
税
制
を
正
し

い
方
向
に
導
か
れ
て
い
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
ま
す
と
、
話
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

◆
講　

師
／
和
氣　

光
豊
島
税
務
署
長

◆
テ
ー
マ
／
│
税
の
現
場
か
ら
見
た
│
税
制
改
正
の
視
点

◆
講　

師
／
北
川
昌
宏
豊
島
税
務
署
副
署
長

◆
テ
ー
マ
／
税
あ
れ
こ
れ

十
一
月
十
日（
月
）／
東
京
信
用
金
庫
本
店

十
一
月
十
一
日（
火
）／
巣
鴨
信
用
金
庫
本
店

池
袋
西
口
・
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

大
塚
西
巣
鴨
・
巣
鴨
駒
込
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

▲100名以上の参加者

▲巣鴨信用金庫での講演

▲皆さん熱心に聴いていました

▲とても興味深い内容でした

▲和氣署長の分かりやすい講演

▲北川副署長の講演

　

ま
た
、「
e
─
Ta
x
」
へ
の
よ
り
一
層

の
ご
協
力
を
、
各
団
体
の
出
席
者
に
、

強
く
訴
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
は
、
交
流
会
を
開
催
し
有

意
義
、
そ
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
。

法人会の活動状況
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▲森ひろ子先生のミニ講演

▲挨拶される高野区長

▲96名の参加者

▲澤登雅一先生の講演

▲永井恵池袋保健所所長

い
つ
も
若
く
元
気
で
生
き
る

十
一
月
十
八
日（
火
）／
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60﹁
ク
ル
ー
ズ
・
ク
ル
ー
ズ
﹂

厚
生
委
員
会

健
康
セ
ミ
ナ
ー
＆
デ
ィ
ナ
ー
の
会

主催：豊島法人会後援：豊島区協賛：

� 大同生命保険・AIU保険会社・アフラック

　

今
年
の
厚
生
委
員
会
の
秋
の
健
康
イ
ベ
ン
ト

は
医
学
博
士
の
澤
登
雅
一
先
生
と
、
昨
年
に
引
き

続
き
池
袋
保
健
所
管
理
栄
養
士
森
ひ
ろ
子
先
生

の
ダ
ブ
ル
講
演
を
十
一
月
十
八
日
、
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
60
の
五
十
八
階
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン「
ク
ル
ー

ズ
・
ク
ル
ー
ズ
」で
九
十
六
名
の
参
加
の
元
、
開

催
し
ま
し
た
。
冒
頭
で
は
後
援
い
た
だ
い
た
豊
島

区
か
ら
高
野
区
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
鈴
木

会
長
、
若
林
厚
生
委
員
長
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」。

人
よ
り
二
十
歳
若
く
見
え
て
、
二
十
年
長
く
生

き
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
二
人

専
門
家
を
招
き
、
医
学
的
な
立
場
、
栄
養
学
的

な
立
場
か
ら
の
講
演
で
し
た
。

　

澤
登
先
生
は「
経
営
者
の
た
め
の
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
医
学
」と
題
し
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
今
や
、

病
気
を
診
て
も
ら
う
、
治
し
て
も
ら
う
と
い
う

受
身
の
医
療
か
ら
、
自
分
で
自
分
の
健
康
を
つ

く
り
、
管
理
す
る
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
医
師
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
一
緒
に
わ
た

し
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
こ
そ
が
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
本
質
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
新
の
医

学
的
な
情
報
を
ふ
ま
え
、
経
営
者
と
社
員
の
豊

か
で
充
実
し
た
人
生
を
支
え
る
健
康
の
価
値
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
森
先
生
に
よ
る
健
康
ミ
ニ
講
義

が
行
な
わ
れ
、
食
物
繊
維
の
重
要
性
を
説
明
さ

れ
、
ま
た
、
簡
単
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ

ピ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
は
、懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

永
井
恵
池
袋
保
健
所
所
長
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
つ
い
て
の
お
話
や
抽
選
会
を
交
え
、
内

容
の
濃
い
三
時
間
半
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
も
た
い
へ
ん
満
足

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

法人会の活動状況
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 10

　移転問題が取り沙汰されている
築地場外市場を散策。

　とても実りある一日を過ごすことができ、充実した見学バスツアーになりました。

　良質な電力を供給するための最新発電設備や火力発電の仕組を見学。

　中華街にある名店重慶飯店で和やかに昼食し、
その後中華街を見学。

　環境保全対策にも取り組んでおり、より身近でクリー
ンな発電をめざしているとのこと。

写真で振り返る築地・横浜
バス見学ツアー

11月27日（木）／横浜火力発電所他

　今年度、過去好評であった「法人会バス見学
ツアー」が復活、鈴木会長はじめ総勢78名、貸
切バス２台で11月27日８時、池袋を出発しまし
た。残念なことに寒い雨空の中の開催でしたが、
参加された方々の熱気で行きの車中から大変盛
り上がっていました。

10：30～12：30　横浜火力発電所見学

13：00～14：30　横浜中華街（昼食・見学）

15：00～16：00　横浜赤レンガ倉庫を見学

17：30　池袋着・現地解散

8：40～9：30　築地見学

8：00　池袋出発

法人会の活動状況
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894011

実
務
簿
記
講
座

九
月
二
日（
火
）～
十
一
月
十
二
日（
水
）

（
全
十
五
回
）／
測
量
地
質
健
保
会
館

▲皆さん熱心に受講されました

法
人
税
実
務
講
座

十
一
月
十
七
日（
月
）～
十
一
月
二
十
六
日（
水
）

（
全
三
回
）／
桐
杏
学
園

　

豊
島
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
平
部
審
理

官
が
講
師
と
し
て
、
法
人
税
の
申
告
書
の
書
き

方
に
関
し
て
、
演
習
問
題
を
交
え
な
が
ら
判
り

易
く
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

法
人
税
計
算
の
仕
組
み
や
租
税
公
課
・
減
価

償
却
・
交
際
費
等
に
つ
い
て
全
三
回
行
わ
れ
、

今
年
も
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
法
人

税
に
関
す
る
知
識
や
、
申
告
書
の
書
き
方
な
ど

詳
し
く
学
ば
れ
た
と
思
い
ま
す
。

▲人気が高く、100名を超える参加者

　

今
年
も
、
東
京
税
理
士
会
豊
島
支
部
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

講
座
を
行
い
ま
し
た
。
税
理
士
の
臼う
す

井い

淳じ
ゅ
ん

子こ

先
生（
東
京
税
理
士
会
豊
島
支
部
所
属
）
を
講

師
と
し
て
、
日
商
簿
記
三
級
の
テ
キ
ス
ト
に
し

た
が
っ
て
、
簿
記
の
意
味
・
目
的
・
種
類
か
ら

決
算
と
財
務
諸
表
ま
で
全
十
五
回
に
分
け
て
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
社
経
営
者
や
経
理
担
当
者
な
ど
四
十
七
名

の
多
く
の
方
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
大
変

好
評
の
う
ち
に
講
座
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

新型インフルエンザセミナー　　◆豊島法人会　豊島区共催

～怖さを知り、家族・従業員・企業を守ろう！～

一人ひとりが怖さを知り、今から対策を立て、家族、従業員、企業を守ろう！

◆豊島法人会主催　◆豊島区役所共催

○	新型インフルエンザは、通常のインフルエンザとは全く異なるウイルスによる感染症をご存知ですか？

○いつ発生してもおかしくない状況にあります！

○	誰もが免疫を持っていないため、発生すると瞬く間に世界中に広がる可能性があります！

○1918年のスペイン・インフルエンザでは全世界2000〜4000万人が死亡！

○	自治体や事業者は企業活動への影響大！「業務継続計画」を立て、倒産をまぬがれよう！

第一部

午後6時15分〜午後7時15分

●テーマ／「新型インフルエンザの怖さを知る」

●講　師／池袋保健所長　永井　恵

〈休憩15分程度〉

第二部

午後7時30分〜午後8時30分

●テーマ／「命を守る。団体や企業を守る。業務継続計画」

●講　師／NPO法人事業継続機構事務局長　細坪　信二

【講演日時・場所】

◦日時／平成21年3月19日（木）
� �午後6時～8時30分
� �（午後5時30分より受付）

◦場所／豊島区民センター��文化ホール

◦入場／無料

法人会の活動状況
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 12

税
務
の
職
場
に
お
け
る
女
性
職
員
の
現
状

十
一
月
二
十
六
日（
水
）／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

女
性
部
会

税
務
研
修
会

　

街
路
樹
の
銀
杏
は
歩
道
を
黄
金
色
に
染
め
る

晩
秋
、
和
氣
署
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
税
務

研
修
会
を
開
催
。
鈴
木
会
長
、
南
山
副
会
長
、

会
員
三
十
名
参
加
の
も
と
、と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
国
税
庁
の
機
構
、
国
税
局
の
組
織
な

ど
に
つ
い
て
、
ま
た
、
税
務
大
学
校
、
税
務
職

員
の
研
修
の
沿
革
を
説
明
さ
れ
た
。
現
在
、
税

務
の
現
場
で
の
女
性
職
員
の
割
合
は
、
全
国
で

は
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
豊
島
署
で
は
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員

の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
男
女
の
差
別
は
な
く
、

採
用
後
の
仕
事
も
同
様
で
あ
る
。「
マ
ル
サ
」

に
も
昭
和
五
十
六
年
か
ら
女
性
職
員
を
採
用

し
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
で
、

女
性
の
能
力
は
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
国
税
庁
特
定
事
業
主
行
動
計
画（
安

心
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
）の
概
要
も
紹
介
さ
れ
、

少
子
化
対
策
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
へ

の
取
組
み
が
な
さ
れ
、
さ
ら
に
仕
事
と
生
活
の

調
和
と
い
う
観
点
か
ら
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
る
な
ど
と
講
話
さ
れ
、
興
味
深
く
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

税
務
研
修
会
終
了
後
会
場
を
移
し
、
会
員

交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大
石
部
会
長
、

鈴
木
会
長
の
ご
挨
拶
、
中
山
顧
問
に
は
乾
杯

の
ご
発
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
趣
を
こ
ら

し
た
利
き
酒
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
と
は

言
え
、
お
酒
の
苦
手
な
会
員
に
は
コ
ー
ラ
を
用

意
、
遠
藤
副
部
会
長
の
軽
妙
な
司
会
で
進
行
。

お
酒
は
日
本
酒
と
ワ
イ
ン
を
用
意
。
ご
来
賓
や

会
員
か
ら
の
提
供
酒
あ
り
で
テ
ー
ブ
ル
に
は
お

行
儀
よ
く
各
酒
が
並
ん
で
い
て
、
最
初
は
皆
た

め
ら
っ
て
い
た
も
の
の
宝
く
じ
よ
り
確
率
が
高

い
と
ひ
そ
ひ
そ
囁
い
た
り
。
運
良
く（
？
）
当

て
た
人
に
は
女
性
部
会
顧
問
の
皆
様
の
ご
好
意

で
提
供
さ
れ
た
景
品
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
熱

心
に
何
度
も
口
に
し
た
も
の
の
、
ど
れ
も
同
じ

感
覚
が
し
て
し
ま
う
。
コ
ー
ラ
な
ど
は
泡
も
な

く
温ぬ
る

く
な
っ
た
も
の
は
、加
糖
と
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー

の
違
い
は
到
底
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
見
解
が
多
い
中
、
見
事
か
、
ま
ぐ
れ
か
、

当
て
た
会
員
に
は
大
き
な
拍
手
で
祝
福
を
、
ワ

イ
ン
な
ど
愛
飲
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
日
頃
蓄

え
た
知
識
を
駆
使
す
る
時
。
日
本
酒
は
晩
酌
で

嗜た
し
なん
で
い
る
人
に
は
、
安
易
な
こ
と
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
鈴
木
会
長
が
ワ
イ
ン
の
種
類
を

見
事
、
的
中
さ
れ
て
、
こ
れ
は
ま
ぐ
れ
で
は
な

い
と
会
場
は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
酒

は
お
酒
を
呑
め
な
い
人
や
、ま
た
、あ
ま
り
コ
ー

ラ
を
口
に
し
な
い
人
が
的
中
し
て
い
て
笑
い
を

誘
い
、ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
進
行
。
利
き
酒
、

コ
ー
ラ
会
を
楽
し
み
、
懇
親
の
輪
が
広
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
盛
り
上
が
り
は
、
女
性
部
会
の
パ
ワ
ー

で
あ
り
、
法
人
会
の
成
果
と
受
け
止
め
繋
げ
て

ゆ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

定
刻
を
迎
え
名
残
惜
し
く
閉
会
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。
署
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�� （記／田近富江）

▲ワインの説明をする鈴木会長

▲皆さん、熱心に聴いておられました

▲盛り上がった利き酒大会

▲和氣署長による興味深い講演

法人会の活動状況
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第
二
十
二
回 

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

長
崎
大
会 十

一
月
二
十
日（
木
）～
二
十
三
日（
日
）／
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
他

青
年
部
会

▲豊島から7名が参加

▲部会長サミットでの基調講演

▲雲仙国立公園にて

　

今
年
の
全
国
青
年
の
集
い
は
異
国
情
緒
溢
れ

る
長
崎
の
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
通
り
、

十
一
月
二
十
日
の
初
日
は
全
法
連
青
連
協
連
絡

協
議
会
、
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
、
二
十
一
日
の
二

日
目
は
午
前
中
引
き
続
き
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
そ

し
て
午
後
は
い
よ
い
よ
大
会
式
典
そ
し
て
記
念

講
演
、
そ
れ
で
夜
は
他
法
人
と
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
恒
例
の「
お
お
き
な
輪
」
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
進
行
し
ま
す
。

　

初
日
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
は
租
税
教
育
活
動

の
事
例
発
表
、
二
日
目
は
円
卓
会
議
で
各
単
位

会
の
活
動
状
況
を
語
り
合
い
、
池
田
部
会
長
が

活
動
状
況
、
今
後
の
当
部
会
の
活
動
指
針
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
長
崎
が
生
ん
だ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
さ
だ
ま
さ
し
氏
に
よ
る「
さ
だ
ま
さ
し�

地
域

を
語
る
！
ニ
ッ
ポ
ン
を
語
る
」
で
は
、
往
年
の

大
ヒ
ッ
ト
曲｢

関
白
宣
言｣｢

精
霊
流
し｣｢

秋

桜｣

な
ど
の
歌
を
交
え
な
が
ら
、
軽
妙
な
語
り

口
で
笑
い
を
誘
い
、
と
き
に
鋭
い
観
察
眼
の
も

と
に
現
代
社
会
の
課
題
や
ゆ
が
み
を
指
摘
さ
れ
、

そ
れ
で
も
な
お
ニ
ッ
ポ
ン
の
よ
さ
、
明
る
い
未

来
を
語
り
、
金
融
恐
慌
の
最
中
に
も
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
込
め
ら

れ
た
講
演
で
し
た
。　

　
「
お
お
き
な
輪
」
は
、
鹿
児
島
鹿か

の
や屋
肝き
も
つ
き属
法
人

会
幹
事
の
も
と
、
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
発
祥
の
お

店「
四
海
楼
」
に
て
、
茨
城
日
立
、
新
潟
村
上
、

横
浜
緑
法
人
会
な
ど
二
十
余
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
景
品
の
目
玉
が
、
幻
の

芋
焼
酎「
魔
王
」で
、
そ
の
争
奪
戦
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

二
十
二
日
の
三
日
目
は
、
長
崎
市
中
心
部
よ

り
南
西
約
十
九
㎞
に
あ
る
軍
艦
島（
正
式
名
：

端
島
）
の
ク
ル
ー
ズ
に
出
か
け
ま
し
た
。
軍
艦

島
は
三
菱
財
閥
の
炭
鉱
と
し
て
栄
え
、
昭
和

四
十
九
年
閉
山
と
な
り
無
人
島
と
な
り
ま
し
た

が
、
昭
和
三
十
五
年
の
最
盛
期
で
は
、
東
西
約

百
六
十
ｍ
南
北
約
四
百
八
十
ｍ
の
島
に
人
口

五
千
二
百
六
十
七
人
を
数
え
、
東
京
二
十
三
区

の
約
十
倍
の
人
口
密
度
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
往
時
の
面
影
を
残
し
た
廃
墟
の
島
を
眼
前

に
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
講
演
で
紹
介
の

あ
っ
た
長
崎
名
物「
ト
ル
コ
ラ
イ
ス
」
を
食
し
、

昔
懐
か
し
い
味
に
触
れ
た
思
い
で
し
た
。（
ト
ル

コ
ラ
イ
ス
と
は
バ
タ
ー
ラ
イ
ス
に
と
ん
か
つ
と

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
の
せ
た
も
の
）

　

午
後
は
雲
仙
普
賢
岳
の「
み
ず
な
し
本
陣
」

に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
平
成
三
年
六
月
三

日
死
者
行
方
不
明
者
四
十
三
名
を
出
し
た
大
火

砕
流
の
被
害
に
遭
っ
た
家
屋
を
保
存
す
る
島
原

の
道
の
駅
で
、
雲
仙
復
興
の
象
徴
的
な
観
光
地

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
三
年
の
大
火
砕
流

は
犠
牲
と
な
っ
た
日
本
テ
レ
ビ
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
撮
っ
た
映
像
を
鮮
明
に
記
憶
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
と
、

雲
仙
地
獄
め
ぐ
り
に
立
ち
寄
り
、
雲
仙
市
の
小

浜
温
泉
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
再
度
、
長
崎
市
に
入
り
、
坂
本
竜

馬
が
創
設
し
た「
海
援
隊
」の
前
身「
亀
山
社
中
」

の
跡
を
見
学
し
た
あ
と
平
和
公
園
に
行
き
、｢

原

爆
資
料
館｣

を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
長
崎
の

原
爆
投
下
は
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
午
前
十
一

時
二
分
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
29
爆
撃
機
ボ
ッ
ク
ス

カ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
長
崎
は
原
爆
投
下

の
候
補
地
で
は
な
く
、
北
九
州
小
倉
に
投
下
し

よ
う
と
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
は
試
み
ま
す
が
、
天
候

の
た
め
断
念
し
、
帰
路
燃
料
不
足
に
陥
り
、
機

体
を
軽
く
す
る
た
め
長
崎
浦
上
地
区
に
投
下
し

た
。
そ
の
悲
惨
な
状
況
を
後
世
に
残
す
展
示
物

と
歴
史
的
事
実
を
目
の
当
た
り
に
し
絶
句
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
長
崎
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の「
浦
上
天
主
堂
」「
大
浦
天
主
堂
」「
グ
ラ
バ
ー

園
」｢

眼
鏡
橋｣｢

オ
ラ
ン
ダ
坂｣

を
訪
問
散
策

し
、や
は
り
お
み
や
げ
は
カ
ス
テ
ラ
を「
福
砂
屋
」

の
歴
史
あ
る
本
店
で
買
い
、
帰
路
東
京
へ
向
か

い
ま
し
た
。����������� （記・写真／加古博昭）

参
考︵
今
後
、
長
崎
を
観
光
な
さ
る
方
へ
︶

◦
四
海
楼
／
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
発
祥
の
店
、
グ

ラ
バ
ー
園
入
り
口
近
く
。

　

０
９
５
─

8
2
2
─

1
2
9
6

◦
坂
本
屋
／
長
崎
卓し

っ
ぽ
く袱

料
理
の
老
舗
料
亭
旅
館
。

長
崎
市
金
屋
町
。

　

0
9
5
─

8
2
6
─

8
2
1
1

◦
ツ
ル
茶
ん
／
九
州
最
古
の
喫
茶
店
。
ト
ル
コ

ラ
イ
ス
が
有
名
。
思
案
橋
駅
近
く
。

　

0
9
5
─

8
2
4
─

2
6
7
9

◦
吉
宗
本
店
／
元
祖
茶
碗
蒸
し
の
名
店
。
浜
町

ア
ー
ケ
ー
ド
内
。

　

0
9
5
─

8
2
1
─

0
0
0
1

◦
姫
松
屋
／
島
原
名
物「
具
雑
煮
」
の
有
名
店
。

島
原
城
山
側
。

　

0
9
5
7
─

6
3
─

7
2
7
2

◦
萬
順
製
菓
／
中
華
菓
子
の
老
舗
。
中
国
菓
子

「
脆
麻
花
」
が
有
名
。
眼
鏡
橋
か
ら
近
い
寺
町

通
り
。
0
1
2
0
─

2
4
0
4
7
7

◦
軍
艦
島
ク
ル
ー
ズ
／
や
ま
さ
海
運
株
式
会
社
。

長
崎
市
元
船
町
17
─

3�

長
崎
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

0
9
5
─

8
2
2
─

5
0
0
2

法人会の活動状況
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 14

　

我
が
部
会
は
会
員
の
希
望
の
あ
っ
た
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
モ
ー
ル
見
学
を
今
回
、
東
商
豊
島
支
部

不
動
産
分
科
会
主
催
の
視
察
会
に
相
乗
り
し
て

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
朝
八
時
三
十
分
、
貸
切
バ
ス
で

入
間
に
向
か
い
ま
し
た
。
到
着
後
、
モ
ー
ル
の

開
発
主
体
で
あ
る
三
井
不
動
産
の
方
に
開
発
の

経
緯
、
概
要
、
経
過
、
そ
の
後
の
反
響
を
伺
い

ま
し
た
。
H
O
Y
A
工
場
跡
地
に
で
き
、
広
さ

は
東
京
ド
ー
ム
二
個
分
、
就
業
人
数
は
二
千
人

強
。
隣
接
地
は
会
員
制
倉
庫
型
ス
ー
パ
ー
・
コ

ス
ト
コ
を
誘
致
し
、
日
用
品
買
い
ま
わ
り
客

と
の
相
乗
効
果
を
狙
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
四

月
の
開
業
時
は
ご
存
知
の
よ
う
に
大
変
な
騒
ぎ

だ
っ
た
よ
う
で
、
現
在
、
平
日
は
火
、
木
曜
日

が
比
較
的
空
い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
土
曜

日
は
平
日
の
二
倍
、
日
曜
日
は
二
・
五
倍
か
ら
三

倍
の
来
客
が
あ
り
ま
す
。

　

説
明
を
聞
い
た
後
、
施
設
内
を
各
自
自
由
見

学
。
私
は
ま
ず
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で「
ぼ
っ
か
け
焼

き
そ
ば
特
盛
」（
昼
食
代
は
各
自
負
担
）
を
食
べ

た
後
、
各
店
舗
を
駆
け
足
で
見
ま
し
た
。
さ
す

が
大
き
い
の
で
三
、四
時
間
は
優
に
楽
し
め
そ
う

な
感
じ
で
す
。
興
味
が
あ
っ
た
の
で
ア
メ
リ
カ

産
ス
ー
パ
ー
「
コ
ス
ト
コ
」に
も
行
っ
て
み
ま
し

た
。
こ
こ
は
原
則
会
員
で
な
い
と
入
店
で
き
な

い
よ
う
で
、
説
明
を
聞
く
と
年
会
費
四
千
八
百

円
で
写
真
入
の
会
員
証
を
作
ら
な
け
れ
ば
入
れ

ま
せ
ん
。
店
内
に
入
る
と
、
ま
さ
に
大
型
倉
庫

で
商
品
も
ま
と
め
買
い
用
に
一
つ
一
つ
の
量
が

多
く
、
一
見
の
価
値
あ
り
。
こ
れ
ぞ
ア
メ
リ
カ

と
い
う
感
じ
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
買
い

物
客
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
ロ
ッ
テ
狭
山
工
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
で
説
明
を
受
け
た
後
、
持
参
の
帽
子

と
ス
リ
ッ
パ
を
着
装
し
て
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
さ
れ
て
い
る
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
キ
シ

リ
ト
ー
ル
ガ
ム
、コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
、の
ど
飴
等
、

約
八
十
品
種
が
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
開
発
の
苦
労
話
を
い
ろ
い
ろ
伺
い
ま
し
た
。

大
当
た
り
し
た
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
は
、
コ
ア
ラ

が
上
野
動
物
園
に
来
た
年
に
発
売
さ
れ
、
箱
が

六
角
形
な
の
は
ユ
ー
カ
リ
の
葉
を
模
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
お
土
産
を
頂
い
て
、
各
自
満
足
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
ご
配
慮
頂
い
た
東
商
中
島
分
科

会
長
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（記／写真・土屋

　
治）

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
入
間
・

ロ
ッ
テ
狭
山
工
場

十
一
月
十
三
日（
木
）／
埼
玉
県
入
間
市
・
狭
山
市

経
営
研
究
会

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

▲三井アウトレットパーク入間にて

▲実りある正副会長を囲む会になりました

▲宮田審理専門官による有意義な税務研修会

税
務
研
修
会
・
正
副
会
長
を
囲
む
会
を
終
え

十
月
十
五
日（
水
）／
事
務
局
会
議
室
・
東
明
大
飯
店

青
年
部
会

税
務
研
修
会
・
正
副
会
長
を
囲
む
会

　

平
成
二
十
年
十
月
十
五
日
法
人
会
事
務
局
に

お
い
て
税
務
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

豊
島
税
務
署
資
産
課
税
第
一
部
門
宮
田
審
理

専
門
官
を
お
招
き
し
、
相
続
税
及
び
贈
与
税
に

つ
き
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
我
々
青
年
部
会
も

こ
れ
か
ら
そ
の
問
題
に
は
直
面
す
る
会
員
も
多

く
皆
、
真
剣
に
講
義
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
池
袋
東
明
大
飯
店
に
移
し
、

鈴
木
会
長
は
じ
め
正
副
会
長
を
お
招
き
し
、
正

副
会
長
を
囲
む
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
正

副
会
長
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
我
々
青
年
部
会

へ
の
大
き
な
期
待
な
ど
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

そ
の
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
強
い
緊
張
感
な
ど
感
じ
た
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
青
年
部
会
一
丸
と
な
っ
て
法

人
会
の
未
来
の
為
、
か
ん
ば
る
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。�

（記／渡邉耕辞）
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会長

鈴木	孝雄
（株）中西商會

副会長

宮代	昌三
（株）明昌

副会長

斉木	勝好
（株）新光商事

副会長

長島	　眞
（株）ながしま

副会長

南山	幸弘
（株）音羽

常任理事
組織委員長

平塚	元由
（有）平塚製作所

常任理事
税制委員長

鴨志田	賢一
（有）ビルディング鴨志田

常任理事
広報委員長

堀口	信行
太平商事（株）

常任理事
研修委員長

岡本	重史
（株）八洲不動産サービス

常任理事
厚生委員長

若林	正美
（株）アドナー

常任理事
社会貢献委員長

宮部	一弘
日輸工業（株）

常任理事
東池袋南池袋ブロック長

飯田	　侃
東信企業（株）

新年あけましておめでとうございます
旧年中はお世話になりました
本年もよろしくお願いします

平成21年丑年　社団法人	豊島法人会

　

説
明
を
聞
い
た
後
、
施
設
内
を
各
自
自
由
見

学
。
私
は
ま
ず
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で「
ぼ
っ
か
け
焼

き
そ
ば
特
盛
」（
昼
食
代
は
各
自
負
担
）
を
食
べ

た
後
、
各
店
舗
を
駆
け
足
で
見
ま
し
た
。
さ
す

が
大
き
い
の
で
三
、四
時
間
は
優
に
楽
し
め
そ
う

な
感
じ
で
す
。
興
味
が
あ
っ
た
の
で
ア
メ
リ
カ

産
ス
ー
パ
ー
「
コ
ス
ト
コ
」に
も
行
っ
て
み
ま
し

た
。
こ
こ
は
原
則
会
員
で
な
い
と
入
店
で
き
な

い
よ
う
で
、
説
明
を
聞
く
と
年
会
費
四
千
八
百

円
で
写
真
入
の
会
員
証
を
作
ら
な
け
れ
ば
入
れ

ま
せ
ん
。
店
内
に
入
る
と
、
ま
さ
に
大
型
倉
庫

で
商
品
も
ま
と
め
買
い
用
に
一
つ
一
つ
の
量
が

多
く
、
一
見
の
価
値
あ
り
。
こ
れ
ぞ
ア
メ
リ
カ

と
い
う
感
じ
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
買
い

物
客
も
多
か
っ
た
で
す
。

　

次
に
ロ
ッ
テ
狭
山
工
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
で
説
明
を
受
け
た
後
、
持
参
の
帽
子

と
ス
リ
ッ
パ
を
着
装
し
て
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
さ
れ
て
い
る
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
キ
シ

リ
ト
ー
ル
ガ
ム
、コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
、の
ど
飴
等
、

約
八
十
品
種
が
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
開
発
の
苦
労
話
を
い
ろ
い
ろ
伺
い
ま
し
た
。

大
当
た
り
し
た
コ
ア
ラ
の
マ
ー
チ
は
、
コ
ア
ラ

が
上
野
動
物
園
に
来
た
年
に
発
売
さ
れ
、
箱
が

六
角
形
な
の
は
ユ
ー
カ
リ
の
葉
を
模
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
お
土
産
を
頂
い
て
、
各
自
満
足
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
と
ご
配
慮
頂
い
た
東
商
中
島
分
科

会
長
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（記／写真・土屋

　
治）
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 16

常任理事
東池袋上池袋ブロック長

五十嵐	直義
五十嵐建設（株）

常任理事
池袋西口ブロック長

押鐘	　正
エクト工業（株）

常任理事
大塚西巣鴨ブロック長

戀塚	　弘
（有）戀塚弘設計事務所

常任理事
巣鴨駒込ブロック長

天沼	友一
カネマサ大東（株）

常任理事
高田ブロック長

松尾	欽彌
（株）サンショウ

常任理事
長崎ブロック長

西島	貞枝
ナンバ工業（株）

常任理事
青年部会長

池田	憲治
中央電設（株）

常任理事
上池袋地区長

野本	　渉
野本印刷（株）

常任理事

藤原	佐吉
（株）藤原工務店

常任理事
女性部会長

大石	寛子
（株）大石商店

常任理事
池袋地区長

野村	光成
（株）シャンボール

常任理事
駒込地区長

戸澤	為利
（株）川口屋

常任理事
経営研究会代表

土屋　	治
日生興産（株）

常任理事
池袋地区長

藤丸	紀男
藤和（株）

常任理事
高田地区長

西村	敏男
（株）福しん

常任理事
東池袋地区長

谷内田美佐子
（株）満留賀

常任理事
池袋本町地区長

上妻	英成
あがつまタオル（有）

常任理事
目白地区長

白井	宏一
（株）関越物産

常任理事
南池袋地区長

甘利	誠男
（株）甘利建築設計事務所

常任理事
北大塚地区長

鈴木	正美
（株）末広サービス

常任理事
雑司が谷地区長

西山	　実
（株）西山

常任理事
東池袋地区長

原田	　繁
（株）スリーエー技建工業

常任理事
南大塚地区長

藤井	哲哉
（有）三宝防災

常任理事
長崎地区長

徳田	昌久
第一創業（株）

会員増強に皆様のご協力をお願いします● 16
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894017

常任理事
南長崎地区長

島田	謙司
（株）ユービ･コーポレーション

常任理事
要町高松千川地区長

塚田	義信
（株）塚田木工所

理事
東池袋1丁目第1支部長

金澤	克夫
東京信用金庫本店

理事

稲川	　一
（株）文宣

理事
東池袋1丁目第2支部長

國松	省三
（株）ピーデーエスコンピュータ

理事
南池袋1丁目支部長

中山	真哉
（有）田舎家

理事
南池袋2丁目支部長

金井	義仁
（株）金井ビル

理事
東池袋3丁目支部長

笠原	英一
笠原新晃（株）

理事
池袋3･4丁目支部長

西村	正行
西村浴場（有）

理事

若林	敬志
ボービ（株）

理事
東池袋4･5丁目支部長

藤井	昌男
（有）東京小野石材工業

理事
西池袋1丁目支部長

大久保	勇一
（株）ゆう文

理事
南池袋3･4丁目支部長

村中	秀朗
（株）東伸

理事
上池袋支部長

森川	正男
（株）美巧

理事
西池袋3丁目第1支部長

小林	洋佑
城北浴泉興業（有）

理事

関根	靖倶
関根建設（株）

理事
池袋1丁目支部長

浅川	　徹
（株）浅川硝子店

理事
西池袋3丁目第2支部長

平嶺	勝支
（有）総合歯研

理事
東池袋2丁目支部長

北島	節夫
北島電設（株）

理事
池袋2丁目第2支部長

河野	伊久枝
（株）樂

理事
池袋本町支部長

加古	博昭
東京通信機（株）

理事
サンシャイン支部長

石原	頼仁
（株）サンシャインシティ

理事
池袋2丁目第4支部長

加藤	寿男
（株）紅家

理事

岩田	啓子
（株）金文字商会

●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894017
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 18

理事
南大塚3丁目支部長

今井	文彦
今井保全（株）

理事
北大塚1丁目支部長

榎並	常人
林時計工業（株）

理事
西巣鴨支部長

瀧川	昌宏
（株）肉牛新報社

理事
巣鴨地区長

野田	彰造
（有）扇屋商事

理事
巣鴨2･3丁目支部長

三石	　泰
（株）三石工業所

理事
巣鴨5丁目支部長

眞下	健弥
（株）眞下建材興業

理事
高田2丁目支部長

神田	一雄
神田興産（株）

理事
要町1丁目支部長

田中	亜子
（株）岩代屋塗料商会

理事
駒込1･2丁目支部長

三枝	辰一
前田装飾（有）

理事
雑司が谷1･2丁目支部長

戸張	至朗
（株）桔梗屋

理事
要町2･3丁目支部長

小泉	裕克
小泉電機（株）

理事
駒込3-7丁目支部長

輿石	重雄
（有）竹蝶縫製

理事
長崎1･2丁目支部長

鈴木	　明
（有）ショッピングセンターエス

理事
高松1･3丁目支部長

織部	良一
（株）富士屋織部商事

理事
高田1丁目支部長

椎貝	靖男
中橋商事（株）

理事

西部	善之
中越自動車用品（株）

理事
千早支部長

大迫	昌子
フォーライフ（株）

理事
目白1･2丁目支部長

古川	栄造
ボスマン・ジャポン（株）

理事
南長崎1･2丁目支部長

野尻	　孝
（株）都市建設

理事
高田3丁目支部長

石黒	義英
（株）読売 PR

理事
南長崎3･4丁目支部長

中村	泰之
（有）タイヘイ

皆
様
に
と
っ
て

本
年
が

更
な
る

飛
躍
の
年
に

な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

社団法人

� 豊島法人会

池袋ジャズフェスティバル・ふくろ祭り・東京よさこい
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池袋ジャズフェスティバル・ふくろ祭り・東京よさこい

池
袋
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８

◦
日
時
／
九
月
五
日
（
金
）
立
教
大
学
第
一
食
堂

　
　
　
　

六
・
七
日
（
土
・
日
）
池
袋
西
口
公
園

◦
主
催
／�
＂池
袋
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
８＂
実
行

委
員
会

◦
協
賛
／�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
・

　
　
　
　

立
教
大
学
・
豊
島
法
人
会
等

◦
後
援
／
豊
島
区

第
四
十
一
回 

ふ
く
ろ
祭
り

（
神
輿
の
祭
典
、
途
切
れ
な
い
熱
気
）

◦
日
時
／
九
月
二
十
七
日（
土
）・
二
十
八
日（
日
）

◦
会
場
／
池
袋
西
口
駅
前
、
池
袋
西
口
公
園

◦
主
催
／�

ふ
く
ろ
祭
り
協
議
会
、
西
口
商
店
街
連
合
等
多
数

◦
協
賛
／
東
京
都
、
豊
島
区
、
豊
島
法
人
会
等
多
数

◦
協
力
／
各
町
会
、
ふ
く
ろ
祭
り
御
輿
保
存
会
等
多
数

第
九
回 

東
京
よ
さ
こ
い（
踊
り
の
祭
典
、
華
麗
に
）

◦
日
時
／
十
月
十
一
日（
土
）・
十
二
日（
日
）

◦
会
場
／
池
袋
、
巣
鴨
、
目
白
、
大
塚
の
八
会
場

◦
主
催
／�

ふ
く
ろ
祭
り
協
議
会
、
西
口
商
店
街
連
合
等
多
数

◦
協
賛
／
東
京
都
、
豊
島
区
、
豊
島
法
人
会
等
多
数

◦
協
力
／
各
町
会
、
ふ
く
ろ
祭
り
御
輿
保
存
会
等
多
数

　

立
教
大
学
百
三
十
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、
今
年
で
五
回
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

　

五
日
は
立
教
大
学
第
一
食
堂
で
、
ル
パ
ン
三
世
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
テ
ー
マ
や
テ
レ
ビ
C
M
等
多
岐
に
渡
り
活
躍
す
る
大
野
え
り

グ
ル
ー
プ
、
六
日
・
七
日
は
池
袋
西
口
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

F
M
放
送
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
や
B
S
放
送
で
の
司
会
な
ど

多
彩
に
活
動
す
る
小
林
香
織
、
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
、
コ
ン
パ
イ
・

セ
グ
ン
ト
な
ど
ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
の
超
一
流
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と

共
演
し
て
き
た
深
津
純
子
な
ど
六
グ
ル
ー
プ
が
熱
演
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
は
残
念
な
が
ら
雨
に
た
た
ら
れ
、何
度
か
演

奏
中
断
が
あ
っ
た
も
の
の
、た
く
さ
ん
の
観
衆
を
前
に
熱
く
華
や
か
な

演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

（記・写真／大久保勇一）

　

首
都
圏
有
数
の
伝
統
あ
る
商
業
祭“
ふ
く
ろ
祭
り
”が
、
今
年

も
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
太
鼓
シ
ョ
ー
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

ジ
ャ
ズ
に
ロ
ッ
ク
、ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
に
チ
ア
ダ
ン
ス
、子
供
シ
ョ
ー

に
演
歌
シ
ョ
ー
、
沖
縄
エ
イ
サ
ー
に
ア
カ
ペ
ラ
と
多
彩
な
出
し
物

と
、ち
び
っ
こ
縁
日
や
各
業
者
の
模
擬
店
で
大
賑
わ
い
の
二
日
間
。

　

そ
し
て
、
な
ん
と
い
っ
て
も“
ふ
く
ろ
祭
り
”の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
午
後
六
時
か
ら
の“
宵
神
輿
”大
パ
レ
ー
ド
。
池
袋
西
口

駅
前
を
中
心
に
町
会
、
同
好
会
の
大
神
輿
十
五
基
が
午
後
七
時

半
ま
で
商
店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

街
は
生
き
物
。
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
街
を

造
る
の
は
人
。
池
袋
ら
し
い
人
の
繋
が
り
を
大
事
に
し
て
、
繁

華
街
池
袋
に
良
き
伝
統
を
残
し
、
次
の
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。�

（記・写真／大久保勇一）

　

十
一
日
は
踊
り
の
祭
典
と
し
て
東
京
よ
さ
こ
い
を
始
め
梅
后

流
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
や
、
佐
渡
お
け
さ
、
池
袋
や
っ
さ
に
、
み

ん
な
で
踊
ろ
う
東
京
音
頭
等
。

　

十
二
日
は
東
京
よ
さ
こ
い
コ
ン
テ
ス
ト
。
午
前
十
一
時
か
ら
午

後
八
時
半“
流
し
踊
り
”と“
ス
テ
ー
ジ
踊
り
”で
ま
さ
に
街
中
踊
り

の
大
舞
台
と
化
し
ま
し
た
。
踊
り
子
た
ち
の
躍
動
と
華
麗
な
衣
装
、

工
夫
を
こ
ら
し
た
振
付
に
、
音
楽

セ
ン
ス
。
踊
り
は
人
間
の
本
能
。

見
て
い
る
人
た
ち
も
、
心
は
一
体
。

　

九
回
目
を
む
か
え
、
参
加
チ
ー

ム
百
四
チ
ー
ム
を
数
え
る“
東
京

よ
さ
こ
い
”
で
す
が
、
一
回
目
は

池
袋
周
辺
で
二
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
地

元
の
人
々
の
手
づ
く
り
で
し
た

が
、
街
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
熱

意
が
人
の
輪
を
ひ
ろ
げ
今
回
の
盛

況
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。“
継

続
は
力
”
今
後
も
皆
様
と
協
力
を

し
て
、
文
化
の
街
、
踊
り
の
街　

豊
島
区
を
活
性
化
し
ま
し
よ
う
。

　

な
お
、
恒
例
の
全
国
各
地
の
自

治
体
に
よ
る
観
光
物
産
店
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

�

（記・写真／大久保勇一）
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 20

高
田
・
東
池
袋
南
池
袋
・
東
池
袋
上
池
袋
ブ
ロ
ッ
ク

▲伊藤榮洪先生の楽しく興味深い説明

▲雑司が谷旧宣教師館

▲東京音楽大学シンフォニックウインドアンサンブル

▲360名来場され、大変盛り上がりました

▲山本孝教授の指揮による迫力あるコンサート

▲挨拶する高野区長

歴
史
と
音
楽
の
秋
、
三
百
六
十
名
が
集
っ
た

社
会
貢
献
事
業

十
月
四
日（
土
）／
東
京
音
楽
大
学
他

雑
司
が
谷
歴
史
散
歩
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　

平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
の
地
下
鉄「
副
都
心

線
」開
通
に
よ
り
、
新
駅
が
誕
生
し
た
雑
司
が
谷

は
、
池
袋
と
い
う
繁
華
街
の
ほ
ど
近
く
に
あ
り

な
が
ら
、
長
い
歴
史
の
あ
る
懐
の
深
い
街
並
み

で
す
。
副
都
心
線
も
都
電
も
走
る
風
景
の
な
か
、

ま
ち
の
人
た
ち
が
守
り
継
い
で
き
た
時
間
の
流

れ
を
、
改
め
て
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

◎
雑
司
个
谷
霊
園

　

少
し
汗
ば
む
位
の
、
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し

た
。
十
一
万
五
千
余
㎡
の
地
を
順
序
よ
く
歩
き
、

永
井
荷
風
、
小
泉
八
雲
、
島
村
抱
月
、
夏
目
漱

石
、
竹
久
夢
二
、
尾
上
梅
幸（
六
代
目
）、
鬼
あ

ざ
み
清
吉
、
泉
鏡
花
、
小
栗
上
野
介
他
の
墓
を

め
ぐ
り
ま
し
た
。
伊
藤
榮え

い
こ
う洪

氏（
豊
島
新
聞
社
顧

問
）は
、会
員
参
加
者
五
十
八
名
を
前
に
肉
声
で
、

わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
く
説
明
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
か
つ
て
の
著
名
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

大
き
く
立
派
な
墓
の
由
来
や
、
木
か
げ
に
ひ
っ

そ
り
佇
む
小
さ
な
墓
の
物
語
な
ど
、
巧
み
な
話

術
で
場
が
沸
き
ま
し
た
。
も
う
二
時
間
た
っ
た

の
？
と
言
い
合
い
な
が
ら
、
係
り
の
人
の
誘
導

で
マ
ッ
ケ
ー
レ
ブ
邸
へ
歩
い
て
移
動
し
ま
し
た
。

◎
雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館

　

住
宅
街
の
中
に
現
れ
る
二
階
建
て
の
洋
館
は
、

区
内
最
古
の
近
代
木
造
洋
風
建
築
、
明
治
四
十

年
に
建
て
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
の
マ
ッ

ケ
ー
レ
ブ
邸
で
す
。
一
世
紀
の
歳
月
を
経
た
と

は
思
え
ぬ
ほ
ど
、
保
存
状
態
も
よ
く
、
庭
の
手

入
れ
も
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

　

心
地
よ
い
風
が
窓
か
ら
吹
き
抜
け
、
当
時
の

宣
教
師
一
家
の
質
素
で
ま
ご
こ
ろ
の
あ
る
暮
ら

し
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
し
た
。
こ
こ
か
ら
ま

た
歩
い
て
東
京
音
楽
大
学
へ
。
そ
ろ
そ
ろ
陽
も

か
げ
っ
て
き
ま
し
た
。

◎
コ
ン
サ
ー
ト

　

宮
代
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続
き
、

鈴
木
会
長
、
高
野
区
長
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
野
区
長
の
「
人
生
の

中
で
い
か
に
文
化
力
が
大
切
か
」「
文
化

力
が
経
済
力
を
高
め
る
」
と
の
言
葉
は
、

経
営
者
の
皆
様
に
届
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
司
会
は
野
本
・
谷
内
田
両
常
任
理

事
、
演
奏
は
東
京
音
楽
大
学
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
吹

奏
楽
）、
指
揮
は
同
大
学
山
本
孝
教
授
で

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
と
題

し
、
下
記
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
聴
か
れ
ま
し

た
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
加
え
て
和
太
鼓
や
ヒ
チ

リ
キ
も
奏
さ
れ
、
小
気
味
の
よ
い
シ
ン
バ
ル
、

小
太
鼓
連
打
の
響
き
。
聴
衆
の
意
気
は
上
が
り
、

ア
ン
コ
ー
ル
の「
ラ
デ
ッ
キ
ー
行
進
曲
」が
聴
こ

え
る
や
、
全
員
が
手
拍
子
で
こ
た
え
る
様
は
、

会
場
全
体
が
ひ
と
つ
の
生
き
物
の
よ
う
で
し
た
。

演奏曲目一、祝典序曲

�

團　

伊
玖
磨

二、ダニーボーイ（ロンドンデリーの歌）�

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡

三、吹奏楽のための木挽歌

� 第二・第四楽章

�

小
山　

清
茂

四、シンコペイテッド・クロック�

L
．ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

五、クラリネット・キャンディ�

L
．ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

六、映画「モダンタイムス」
より＂スマイル＂

�
�

C
．チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

七、

� 歌劇「ローエングリン」より
＂エルザの大聖堂への行列＂

�

R
．ワ
ー
グ
ナ
ー

　

法
人
会
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
贈
ら
れ
た「
鬼
太

郎
マ
ン
ガ
」（
お
ば
け
の
世
界
に
は
な
い
け
れ
ど

人
間
界
に
は
税
金
が
あ
る
⋮
）は
、
小
学
生
か
ら

お
と
な
ま
で
興
味
深
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

松
尾
高
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
で
閉
会
し
ま

し
た
。（記／松尾和代子・写真／若林正美）
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東
京
湾
船
上
視
察

十
一
月
五
日（
水
）／
東
京
湾
岸

長
崎
ブ
ロ
ッ
ク

　

多
く
の
人
が
環
境
問
題
を
配
慮
し
て
ゴ
ミ
を

分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
出
し
て
３
Ｒ
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ（
気
候

変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）と
云
う
国
連

機
関
の
デ
ー
タ
ー
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
我
々
の

拠
点
豊
島
か
ら
東
京
の
ゴ
ミ
処
理
の
現
状
を
再

認
識
す
べ
く
、
東
京
湾
岸
に
於
け
る
物
質
の
物

流
効
率
を
計
る
為
の
各
埠
頭
、
倉
庫
等
、
そ
の

景
観
変
貌
を
海
上
よ
り
観
察
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
五
日
、
長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
貢

献
を
兼
ね
た
行
事
と
し
て
、
西
島
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
提
案
で「
レ
ジ
袋（
石
油
消
費
量
現
在

二
十
五
万
ト
ン
）を
追
放
し
エ
コ
バ
ッ
ク
の
使

用
推
進
を
法
人
会
を
通
じ
て
広
く
一
般
に
声
掛

け
す
べ
し
」
の
発
案
の
基
、
総
勢
二
十
五
名
、

定
刻
八
時
池
袋
発（
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
）
に
て

竹
芝
小
型
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
八
時
四
十
五
分
着
。

　

新
東
京
丸（
百
九
十
七
ト
ン
、
十
三
ノ
ッ
ト
）

乗
船
九
時
四
十
五
分
出
航
。
東
京
湾
で
も
っ
と

も
古
い
埠
頭
で
あ
る「
日
の
出
埠
頭
」を
出
頭
に

夫
々
特
殊
な
機
能
を
備
え
た
十
一
の
埠
頭
の
充

実
感
に
触
れ
ま
し
た
。「
国
内
の
荷
物
取
扱
所
」、

「
韓
国
、
中
国
、
近
隣
ア
ジ
ア
専
用
所
」、「
北
ア

メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
専

用
所
」、「
ク
レ
ー
ン
連
続
七
頭（
三
千
三
百
五
十

ｍ
）」、「
東
京
湾
火
力
発
電
所
」、「
ゴ
ミ
処
理

施
設
十
ヵ
所
」、「
汚
泥
処
理
場
」
等
々
。
主
た

る
扱
い
品
は
、冷
凍
食
品
、一
般
食
品
、水
産
物
、

日
本
の
紙
の
全
て
、
小
麦
の
直
接
荷
上
げ
で
製

粉
機
能
有
り
、
自
動
車
、
他
必
要
荷
物
の
流
通

セ
ン
タ
ー
と
し
て
稼
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
東
京
湾
に
流
れ
込
む
荒
川
と

多
摩
川
の
延
長
線
内
に
あ
り
常
時
海
産
の
土

砂
汚
泥
の
類
を

渫
船
運
航
に
よ
り
海
底
水
位

を
保
持
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
、
南
極
観

測
に
活
動
し
た「
宗
谷（
二
千
七
百
三
十
六
ト

ン
）」、
青
函
連
絡
船
の
最
後
を
努
め
た「
羊
蹄

丸（
八
千
三
百
十
一
ト
ン
）」が
停
留
し
、
官
庁

船
バ
ー
ス
や
、
セ
ー
ヌ
川
に
あ
っ
た
自
由
の
女

神
像
の
レ
プ
リ
カ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
砲
台
十
一
基
の
計
画
中
出
来
た
の
が
五

基
、
内
三
基
は
廃
棄
し
残
っ
た
二
基
が
第
六
、

第
三
台
場
と
し
て
お
台
場
の
名
所
と
な
り
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
近
代
的
な
再
開
発

エ
リ
ア
を
周
回
し
十
時
五
十
八
分
竹
芝
小
型
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
」に
到
着
し
ま
し
た
。

　

午
後
十
二
時
二
十
五
分
よ
り
都
環
境
整
備
公

社
の
案
内
で
中
央
防
波
堤
外
側
埋
立
処
分
場
へ

専
用
バ
ス
利
用
に
て
移
動
し
ま
し
た
。

　

東
京
湾
最
後
の
埋
立
処
分
場
の
整
備
と
し
て

新
海
面
処
分
場
に
至
る
護
岸
建
設
工
事
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
海
面
下
五
十
ｍ
ま
で
打
ち
込
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
長
さ
は
一
万
四
千
ｍ
で
単
価
は
ｍ
当

た
り
三
千
万
円
。
総
護
岸
工
事
費
は
四
千
五
百
億

円
で
地
下
鉄
の
掘
削
工
事
単
価
に
相
当
す
る
よ

う
で
す
。
内
側
埋
立
地
の
緑
地
帯
と
外
側
の
標

高
は
三
十
三
ｍ
で
、
都
内
で
低
い
方
か
ら
三
番
目

の
高
さ
だ
そ
う
で
す
。
一
万
二
千
三
百
万
ト
ン
埋

立
て
海
の
森
と
し
て
利
用
。

　

埋
立
方
法
と
し
て
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
工
法

を
採
用
し
、
四
十
分
の
一
に
圧
縮
し
た
ゴ
ミ
を
三

ｍ
埋
立
て
そ
の
上
に
盛
土
を
五
十
㎝
被
せ
る
。
こ

れ
を
繰
り
返
し
て
埋
め
立
て
て
い
く
。
埋
立
コ

ス
ト
は
一ｍ
当
た
り
一
千
万
円
を
投
じ
て
お
り
ま

す
。
周
辺
に
は
六
十
ｍ
間
幅
に
ガ
ス
抜
パ
イ
プ
を

設
置
し
、
発
生
ガ
ス
を
パ
イ
プ
に
集
め
そ
の
熱
量

を
再
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
メ
タ
ン
ガ
ス
は
収
積

し
百
四
十
ｋ
ｗ
の
発
電
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
は
現
在
布
団
か
ら
畳
に
変
わ
り
年
間

六
十
二
万
枚
を
処
理
し
、
一
日
当
た
り
百
七
十

ト
ン
、
他
ゴ
ミ
と
の
ト
ー
タ
ル
四
百
ト
ン
が
処
理

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
燃
ゴ
ミ
扱
い
で
は
、
ア
ル

ミ
缶
二
千
ト
ン
及
び
ス
チ
ー
ル
缶
が
千
六
百
ト

ン
で
こ
れ
は
四
億
円
に
換
金
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

九
十
％
資
源
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
京
で
は
一
人
当
た
り
日
に
一
㎏
の
ゴ
ミ
を

出
す
と
処
理
の
為
経
費
の
支
出
は
五
十
六
円
に

相
当
し
ま
す
。
風
力
発
電
機
二
基
の
稼
動
は
風

速
四
ｍ
で
、
発
電
開
始
十
六
ｍ
で
千
七
百
ｋ
ｗ

の
発
電
力
が
あ
り
八
百
戸
に
使
用
が
可
能
と
の

こ
と
で
す
。

　

Ｂ
～
Ｇ
ブ
ロ
ッ
ク
も
埋
立
限
界
を
察
知
し

「
限
り
あ
る
埋
立
空
間
大
切
に
」
の
石
碑
彫
刻

の
文
字
を
各
自
胸
に
刻
み
、
ゴ
ミ
排
出
量
を
極

力
減
少
す
る
事
を
自
覚
し
社
会
環
境
に
貢
献
す

べ
き
義
務
感
を
持
っ
て
、
十
六
時
東
京
テ
レ

ポ
ー
ト
駅
に
て
現
地
自
由
解
散
。

（記／徳田昌夫）

▲新東京丸から船上見学

▲新海面処分場を見学
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 22

▲目白駅前で献血の PR

▲寒い中、ご協力いただきました

命
を
つ
な
ぐ
リ
レ
ー
の
お
手
伝
い

寒
さ
の
中
、
暖
か
い
善
意
の
輪

十
一
月
七
日（
金
）／
Ｊ
Ｒ
目
白
駅
前

十
一
月
九
日（
日
）／
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
東
口
パ
ル
コ
前

高
田
ブ
ロ
ッ
ク

東
池
袋
南
池
袋
・
東
池
袋
上
池
袋
ブ
ロ
ッ
ク

献
血
活
動

献
血
活
動

　

高
田
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
貢
献
事
業
の
一
環
と

し
て
、
例
年
実
施
し
て
い
る
献
血
活
動
を
東

京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
も
と
、

十
一
月
七
日
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
や
大
同
生
命
の

推
進
員
な
ど
が
約
三
時
間
ず
つ
の
三
交
代
制

で
担
当
し
、
目
白
駅
前
に
て

行
き
交
う
人
々
に
対
し
、
献

血
協
力
へ
の
呼
び
か
け
と
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布

し
て
P
R
を
行
い
、
献
血
者

を
募
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
の
天
気
予
報

が
外
れ
、
陽
射
し
が
差
す
日

よ
り
で
し
た
が
、
例
年
よ
り

気
温
が
低
く
、
道
ゆ
く
人
も

ま
ば
ら
で
し
た
。
そ
の
な
か

で
、
熱
心
に
献
血
を
呼
び
か

け
、
結
果
と
し
て
昨
年
度
よ

り
多
い
四
十
名
の
献
血
実
施

者
数（
申
込
者
五
十
二
名
）を

集
め
る
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

目
白
と
い
う
場
所
柄
、
若

者
が
多
く
、
次
世
代
を
担
う

若
い
力
が
社
会
貢
献
に
生
か

　

秋
恒
例
の
東
池
袋
南
池
袋
・
東
池
袋
上
池
袋

ブ
ロ
ッ
ク
合
同
の「
献
血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
冷
た
い
風
が
吹
き
、
道
行

く
人
も
ま
ば
ら
。
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
、
厚
生
会
社

（
大
同
生
命
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
）
の
担

当
者
が
九
時
過
ぎ
に
集
合
し
、

五
十
嵐
実
行
委
員
長
の
説
明

後
、
献
血
活
動
の
準
備
。
そ

し
て
十
時
に
献
血
の
呼
び
か

け
が
ス
タ
ー
ト
。

　

午
前
中
、
や
は
り
寒
い
陽

気
で
人
通
り
が
増
え
て
こ
な

い
。
大
き
く
呼
び
か
け
る
声

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
協
力
者

は
少
な
か
っ
た
。

　

午
後
に
は
い
り
、
小
雨
も

バ
ラ
ツ
キ
始
め
た
が
、
家
族
、

カ
ッ
プ
ル
、
グ
ル
ー
プ
⋮
⋮

と
人
通
り
も
か
な
り
増
え
て

き
た
が
、
し
か
し
、
寒
さ
と

小
雨
の
影
響
で
、
八
十
七
名

（
申
込
者
、
百
二
十
四
名
）と
、

昨
年
よ
り
少
な
い
結
果
で

あ
っ
た
。

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
た
一
日

で
し
た
。

　

献
血
の
申
込
者
に
は
、
役
員
か
ら
の
提
供
品

と
法
人
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
記
念
品
と
し

て
差
し
上
げ
、
法
人
会
の
P
R
も
兼
ね
た
活
動

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
献
血
協
力
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
エ
コ

バ
ッ
ク
と
会
員
さ
ん（
グ
ー
ラ
イ
フ
㈱
）
か
ら

ご
提
供
い
た
だ
い
た「
エ
チ
ケ
ッ
ト
傘
袋
」
の

二
点
セ
ッ
ト
で
、
好
評
で
あ
っ
た
。

　

両
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
が
支
え
た
、
法
人
会
の
大

き
な
社
会
貢
献
事
業
の
一
日
で
あ
っ
た
。
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894023

▲5ヶ所のチェックポイントをめざして

▲税について歩いて学んで

▲旧古河庭園ではバラが咲き誇る

▲和氣署長による税金クイズ正解発表

名
勝
旧
古
河
庭
園
で
バ
ラ
の
鑑
賞
と

地
域
の
歴
史
と
文
化
を
め
ぐ
る

十
一
月
九
日（
日
）／
駒
込
染
井
吉
野
記
念
桜
公
園

巣
鴨
駒
込
ブ
ロ
ッ
ク

第
十
一
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

巣
鴨
駒
込
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
会
貢
献
事
業
と
し

て
、
今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
た「
チ
ャ
リ
テ
ィ

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
が
十
一
月
九
日
の
日
曜
日
、

家
族
連
れ
な
ど
二
〇
〇
名
の
参
加
者
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
「
税
を
考
え
る
週

間
」
の
一
環
と
し
て
、
豊
島
税
務
署
と
共
催
と

い
う
形
を
と
り
、
三
个
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
税
金
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
、
歩
き
な
が
ら

税
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
コ
ー
ス
の
舞
台
は
駒
込
・
西
个
原
方

面
で
し
た
。
駒
込
駅
前
の
染
井
吉
野
記
念
桜
公

園
を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
郷
通
り
を
北
へ
歩
き
ま

す
。
し
も
ふ
り
銀
座
を
通
り
抜
け
、
染
井
銀
座

に
あ
る
チ
ェ
ル
ナ
ー
ド
染
井
が
第
一
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
。
西
个
原
銀
座
、
ゲ
ー
テ
の
小
径
を

通
り
、
第
二
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
東
京
ゲ
ー

テ
記
念
会
館
。
再
び
、
本
郷
通
り
に
出
る
と
、

第
三
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
七
社
神
社
が
ち
ょ

う
ど
折
り
返
し
地
点
。
本
郷
通
り
を
東
進
し
、

第
四
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
平
塚
神
社
。
そ
し

て
、
第
五
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
旧
古
河
庭
園
。

十
一
月
は
庭
園
内
の
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、
参
加

者
の
疲
れ
を
吹
き
飛
ば
す
美
し
さ
で
し
た
。
庭

園
を
出
れ
ば
、
あ
と
は
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
す
の
み
。

本
郷
通
り
を
南
下
し
、
ゴ
ー
ル
の
染
井
吉
野
記

念
桜
公
園
。一
周
約
五
キ
ロ
、
一
時
間
余
の
コ
ー

ス
を
の
ん
び
り
楽
し
み
な
が
ら
散
策
す
る
コ
ー

ス
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
、
和
氣
署
長
に
よ

る
税
金
ク
イ
ズ
の
正
解
発
表
、

そ
し
て
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選

会
が
行
な
わ
れ
、
大
盛
況
の
う

ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、

和
氣
署
長
を
始
め
と
し
た
豊
島

税
務
署
職
員
の
皆
様
、
ブ
ロ
ッ

ク
の
役
員
と
地
域
の
お
手
伝
い

の
皆
様
、
大
同
生
命
の
推
進
員

の
方
々
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
に
は
、
巣
鴨
駒
込
ブ
ロ
ッ

ク
の
企
業
三
十
二
社
、
並
び
に
厚
生
受
託
会
社

三
社
か
ら
協
賛
金
を
い
た
だ
き
、「
駒
込
福
祉
作

業
所
」と「
レ
ヂ
オ
ン
ス
巣
鴨
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

の
地
元
の
福
祉
施
設
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

駒込染井吉野桜記念公園

❶チェルナード染井

❷東京ゲーテ記念会館

❸七社神社

❹平塚神社

❺旧古河庭園

駒込染井吉野桜記念公園
扌

チェルナード染井
扌

東京ゲーテ記念会館
扌

平塚神社
扌

旧古河庭園
扌

駒込染井吉野桜記念公園

法人会の活動状況

会報／208号2〜32p.indd   23 09.1.8   7:02:54 PM



会員増強に皆様のご協力をお願いします● 24

チ
ャ
リ
ティ
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
2
0
0
8

十
二
月
十
一
日（
木
）／
自
由
学
園
明
日
館
講
堂

池
袋
西
口
ブ
ロ
ッ
ク

　

今
年
も
池
袋
西
口
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
祭
が
、
自
由
学
園
明
日

館
講
堂
で
十
二
月
十
一
日
午
後
六
時
二
十
分
開

演
し
ま
し
た
。
今
年
は
ラ
イ
ト
を
す
べ
て
消
し
、

ス
テ
ー
ジ
の
ピ
ア
ノ
と
二
階
席
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
奏
者
に
だ
け
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
演

出
で
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
し
て「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
」と「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」の
二

曲
が
演
奏
さ
れ
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て

タ
キ
シ
ー
ド
姿
の
鈴
木
会
長
よ
り
開
会
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の

な
か
で
、
法
人
会
の
公
益
法
人
化
に
向
け
て
の

社
会
貢
献
活
動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
こ
の
音
楽

祭
も
そ
の
一
環
で
あ
る
と
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
ウ
ー
ロ
ン
亭
ち
ゃ
太
郎
さ
ん
の
司
会

で
は
じ
ま
り
、
第
一
部
♪
心
の
ふ
る
さ
と
と
題

し
、
い
よ
い
よ
女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル『
ザ
・
サ
ウ

ン
ド
・
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
』の
登
場
と
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
唱
歌
の
四
季
と
し
て
、「
朧
月
夜｣

、

｢

茶
摘｣

、「
紅
葉｣

、｢

雪
」、｢

夕
焼
小
焼｣

、

そ
し
て「
一
本
の
鉛
筆
」、｢

と
し
ま
未
来
へ｣

、

「
ふ
る
さ
と
」を
す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
歌

声
で
観
客
の
心
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
♪
ソ
リ
ス
ト
の
競
演
と
題
し
、

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て『
ザ
・
サ
ウ
ン
ド
・

ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
』の
ソ
プ
ラ
ノ
里
中
ト
ヨ
コ
さ

ん
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲「
ア
レ
ル
ヤ
」
で
は

じ
ま
り
ま
し
た
。「
ア
レ
ル
ヤ
」は
詞
が「
ア
レ

ル
ヤ
」し
か
な
い
難
し
い
曲
だ
そ
う
で
す
が
見

事
に
唄
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て「
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
」
を
オ
ー
ボ
エ

の
石
井
由
紀
さ
ん
の
演
奏
で
、
そ
し
て
ソ
プ
ラ

ノ
田
辺
加
津
子
さ
ん
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
内
田
裕

見
子
さ
ん
が
ペ
ル
コ
レ
ー
ジ
作
曲『
ス
タ
バ
ー

ト
マ
ー
テ
ル
』よ
り
N
O.
十
一
、十
二
を
唄
い
、

そ
し
て
何
よ
り
驚
愕
し
た
の
が
つ
づ
い
て
の
野

畑
愛
さ
ん
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー

作
曲「
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
」で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

を
だ
ん
だ
ん
と
小
さ
く
し
て
演
奏
を
し
て
い
く

曲
で
、
筆
者
自
身
も
は
じ
め
て
見
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
石
井
真
紀
さ
ん
が

歌
劇『
ラ
・
フ
ァ
ヴ
ォ
リ
ー
タ
』よ
り「
私
の
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
」を
、
ソ
プ
ラ
ノ
河
口
三
千
代
さ
ん
が

歌
劇『
つ
ば
め
』よ
り「
ド
レ
ッ
タ
の
す
ば
ら
し

い
夢
」を
唄
い
、
そ
の
美
声
に
酔
い
し
れ
な
が
ら

第
二
部
が
終
了
し
、
そ
し
て
こ
の
音
楽
祭
の
後

援
で
も
あ
る
高
野
豊
島
区
長
の
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
こ
の
音
楽
祭
の
す
ば
ら
し
さ
を
お

褒
め
い
た
だ
き
ま
し
て
休
憩
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
開
後
の
第
三
部
は
司
会
の
ウ
ー
ロ
ン
亭

ち
ゃ
太
郎
さ
ん
の
作
品
で
♪
創
作
オ
ペ
ラ「
街

灯
の
夢
」を『
ザ
・
サ
ウ
ン
ド
・
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
』

の
メ
ン
バ
ー
と
ウ
ー
ロ
ン
亭
ち
ゃ
太
郎
さ
ん
が

新
旧
の
街
灯
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
ガ
の
お
姉
さ
ん
、

父
と
子
に
扮
し
、
と
き
に
シ
リ
ア
ス
に
と
き
に

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
台
詞
を
交
え
、
オ
ペ
ラ
を
唄
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
の
第
四
部
♪
Ｘ＇
ｍ
ａ
ｓ
を
楽

し
も
う
！
～
み
な
さ
ん
ご
一
緒
に
‼
と
題
し
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ソ
ロ
を
独
身
の
新
妻
知
明
さ
ん

と
カ
ホ
ン
の
長
尾
知
子
さ
ん
に
よ
る
ル
ロ
イ
・

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
作
曲「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
吹
き
の

休
日
」の
演
奏
で
第
四
部
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て「
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス｣

「
赤
鼻
の
ト
ナ
カ
イ
」｢

ジ
ン
グ
ル

ベ
ル｣

の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
曲
を『
ザ
・
サ

ウ
ン
ド
・
ウ
ィ
ッ
チ
ー
ズ
』
の
面
々
が
ス
テ
ー

ジ
で
客
席
で
唄
い
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て
く

る
」で
は
サ
ン
タ
に
扮
し
た
ウ
ー
ロ
ン
亭
ち
ゃ

太
郎
さ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ
箱
を
持
っ
て
会
場
を
回

り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
一
役
か
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎

え
、
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
と
し
て
賛
美
歌
よ

り｢

き
よ
し
こ
の
夜
～
神
の
御
子
は
～
牧
人
ひ

つ
じ
を
～
諸
人
こ
ぞ
り
て｣

を
メ
ド
レ
ー
で
つ

づ
き
、
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
の『
メ
サ
イ
ヤ
』
よ
り

ハ
レ
ル
ヤ
を
唄
い
、
そ
し
て
も
う
一
度
、
今
年

も
観
客
全
員
が
一
緒
と
な
っ
て｢

き
よ
し
こ
の

夜
」を
赤
と
緑
の
ペ
ン
ラ
イ
ト
を
振
り
な
が
ら

合
唱
し
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　

池
袋
西
口
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
音

楽
祭
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

も
、
後
援
の
豊
島
区
、
豊
島
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
協
賛
の
大
同
生
命
保
険
、
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会

社
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
の
保
険
会
社
様
、
会
場
を
提

供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
自
由
学
園
明
日
館
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ケ
ム
テ
ッ
ク
様
、
そ
し
て
な
に
よ
り

温
か
く
募
金
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（記／加古博昭・写真／若林正美）
今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
は
十
二
月
十
五
日
、
法

人
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
と
併
せ
て
、
高

野
豊
島
区
長
を
通
じ
て
豊
島
区
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

▲楽しいクリスマスになりました
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894025

蕎麦ダイニング  徳蔵
入　　会 平成20年10月　
代表者名 秋山 拓也
業　　種 飲食業
所 在 地 豊島区西池袋1-38-3
 ビートナス池袋5F
T  E  L 03-5953-5525
F  A  X 03-5953-5530

揚げたてを食す天麩羅厳選食材使
用の一品料理。〆の蕎麦は店内の
石臼で挽いた蕎麦粉を使用。池袋
には無い空間を御用意しました。

順不同

（株）ビナコーポレーション〈店名 サイゴンレストラン〉
入　　会 平成20年10月
代表者名 安倍 美智子
業　　種 飲食業（ベトナム料理）
所 在 地 豊島東池袋1-7-10
 鳥駒第一ビル3F
T  E  L 03-3989-0255
F  A  X 03-3989-0255

創業20年ベトナム料理レストラ
ン。アットホームな雰囲気の中、
心と身体にやさしいベトナムフード
を是非お召し上がりくださいませ。

入　　会 平成20年12月
代表者名 髙木 甚蔵
業　　種  建築設計・不動産仲介
所 在 地 豊島区駒込1-3-1
 メリノ六義園ビル3F
T  E  L 03-5940-2123
F  A  X 03-5940-2125

マンション敷地に適した土地の企
画設計の営業を通して土地仲介、
本設計、近隣対策委託及び設計監
理業務を受注しております。

株式会社 J プランニング

徳蔵

池袋駅

西
口
五
差
路

劇場通り
丸井

西口

ト
キ
ワ
通
り

マクドナルド

ロサ会館P P

パ
セ
ラ

至大塚

ロマンス
通り

文化通り

至
上
野 フ

ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト南

口

六義園
東京メトロ南北線駒込駅

至
池
袋

駒
込
駅

ampm

本郷通り
不
忍
通
り

サ
ン
ク
ス

三井の
リハウス

Jプランニング

池袋駅

ヤマダ電機
東口

中池袋公園

三菱東京UFJ銀行

ファミリー
マート

マクドナルド

三
越

ビックカメラ

ビックパソコン館

明治通り

明
治
通
り

グ
リ
ー
ン
大
通
り

サイゴン
レストラン

初
め
て
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

和
や
か
な
う
ち
に
終
了

十
一
月
七
日（
金
）／
サ
ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル

大
塚
西
巣
鴨
ブ
ロ
ッ
ク

　

大
塚
西
巣
鴨
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
交
流
の
場
と

し
て
、
今
年
か
ら
全
会
員
に
呼
び
か
け
て
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
、
十
一
月

七
日
王
子
駅
前
の
サ
ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
の

十
二
レ
ー
ン
を
借
り
切
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
参

加
者
三
十
六
名（
十
九
社
）
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
は

二
ゲ
ー
ム
プ
レ
イ
し
て
総
得
点
で
競
わ
れ
る
方

式
で
行
な
わ
れ
た
。戀
塚
弘
ブ
ロ
ッ
ク
長
が「
今

夜
は
楽
し
く
ボ
ウ
リ
ン
グ
し
て
遊
び
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
、
練
習
タ
イ
ム
の
後
、
始
球
式
を

行
な
っ
て
開
始
さ
れ
た
。

　

各
レ
ー
ン
で
ス
ト
ラ
イ
ク
が
出
る
と
歓
声
が

上
が
る
な
ど
楽
し
く
約
一
時
間
半
で
ほ
ぼ
ゲ
ー

ム
は
終
了
、
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
内
で
表
彰
パ
ー

テ
ィ
ー
（
懇
親
会
）
が
約
七
十
名
の
参
加
で
楽

し
く
行
な
わ
れ
た
。
な
お
、
賞
品
の
一
部
は
参

加
会
員
か
ら
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

高
浦
正
光
会
員
が
高
得
点
順
に
読
み
上
げ
、

表
彰
式
は
進
行
、
優
勝
は
鈴
木
大
地
氏（
西
巣

鴨
支
部
・
㈱
貴
津
）
で
三
四
二
点
、
第
二
位
は

加
藤
洋
子
氏（
南
大
塚
三
丁
目
支
部
・
㈲
奥
田

商
事
）
で
三
三
三
点
、
第
三
位
は
矢
野
仁
得
氏

（
西
巣
鴨
支
部
・
㈱
肉
牛
新
報
社
）で
三
一
七
点
、

第
四
位
は
、
西
田
三
男
氏（
㈱
貴
津
）
と
今
井

シ
ズ
代
氏（
南
大
塚
三
丁
目
支
部
・
㈱
サ
ン
ラ

イ
ト
）
で
三
一
六
点
、
な
お
ブ
ー
ビ
ー
賞
は
瀧

川
昌
宏（
西
巣
鴨
支
部
）で
あ
っ
た
。

（記・写真／瀧川昌宏）

▲大変白熱し、盛り上がりました

▲優勝した鈴木大地さん

新 規 会 員 紹 介 コ ー ナ ー

　新規会員紹介コーナーは、新しく豊島法人会の仲間

に加わっていただいた方のページです。

　掲載希望の方は、指定原稿がありますので、法人会

事務局までご連絡下さい。

（法人会事務局　TEL.03-3985-8940　担当／市川）

法人会の活動状況
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 26

　

今
回
、
千
登
世
橋
中
学
校
の
東
京
信
用
金
庫
本
店
で
の
職

場
体
験
を
見
て
き
ま
し
た
。平
成
二
十
年
十
一
月
十
一
日（
火
）

か
ら
十
三
日（
木
）ま
で
の
三
日
間
、
二
年
生
は
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
さ
せ
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
、

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
す
る
た
め
に
、
地
域
で「
は

た
ら
く
」
体
験
を
と
お

し
、
学
校
外
の
人
と
接

す
る
中
で
、
あ
い
さ
つ

や
礼
儀
、
敬
語
な
ど
の

社
会
常
識
を
学
習
さ
せ

た
い
と
の
学
校
の
思
い

と
、
受
入
企
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
思
い
や
り

が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

東京信用金庫職場体験の三日間　
十一日：

� 信用金庫の仕事と役割、女子職員との

　

昼食、職場の規律など

　
十二日：

� 札勘練習、預金事務、お取引先訪問、現
金精査

　
十三日：

� 得意先業務について、人事部・本部見学、まとめ学習

　
この期間にお得意様のナイトツアーがあったり、

変化のある学習体験でした。　

豊
島
法
人
会
と
し
て
こ
の
地
区
に
通
う
中
学
生
を
、
社
会
に

目
を
向
け
生
き
る
大
切
さ
を
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
た
い
と
考
え
ま
す
。（記・写真
／吉田和子）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
の
社
会
貢

献
委
員
会
は
豊
島
区
立
中
学
校
の
職
場
体
験
、
職
場
講
演
な

ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

宮
部
委
員
長
は
東
京
法
人
会
連
合
会
の
社
会
貢
献
全
体
委

員
会
で
の
会
議
で
、「
東
法
連
と
し
て
の
活
動
の
方
向
を
聞
き

職
場
体
験
に
関
し
て
十
九
年
十
月
現
在
五
十
単
位
会
中
、
豊

島
法
人
会
も
含
め
て
実
施
し
て
い
る
の
は
、
九
単
位
会
だ
っ

た
。」と
お
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
職
場
体
験
に
つ
い
て
、
豊
島
区
教
育
委
員
会
指

導
課
熊
谷
主
事
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。「
夏
に
法
人
会
よ
り『
受

入
先
企
業
一
覧
リ
ス
ト
』を
頂
き
、
そ
の
協
力
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
中
学
校
の
中
に
も
学
校
に
よ
っ
て
多
少
の
ば
ら
つ
き

が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
完
全
五
日
間
実
施
に
な
り
ま

す
。」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

久
方
ぶ
り
に
、
当
社
へ
中
学
生
の
体
験
学
習
の
申
し
込
み

が
豊
島
区
立
千
登
世
橋
中
学
校
の
尾
崎
重
雄
校
長
よ
り
届

い
た
。
打
合
せ
の
後
、
男
子
中
学
二
年
生
二
名
が
、
十
一
月

十
一
日
に
当
社
を
訪
ね
て
き
た
。
当
社
の
記
者
二
名
が
、
中

学
生
を
連
れ
立
っ
て
東
京
食
肉
市
場
の
競
り
場
へ
案
内
、
ま

た
ビ
デ
オ
で
屠
畜
の
様
子
か
ら
競
り
場
に
至
る
工
程
を
見
学
、

彼
等
二
名
は
生
ま
れ
て
初
め
て
目
に
触
れ
る
光
景
に
多
少
の

戸
惑
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
し
っ
か
り
と
見
学
、
立
派

な
感
想
文
を
残
し
て
い
る
。

　
「
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
に
出
る
前
に
あ
ん
な
姿
だ
と
は
お

も
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。」

　

ま
た
、「
肉
の
競
り
場
を
見
て
肉
の
値
段
が
電
光
掲
示
板
で

瞬
時
に
し
て
決
ま
り
、
取
引
さ
れ
て
い
く
様
子
を
見
て
、
そ

の
後
多
く
の
人
の
手
を
経
て
我
々
の
買
う
、肉
屋
の
商
品
ケ
ー

ス
に
並
ぶ
ま
で
の
流
通
の
過
程
が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
以
上
に
肉
を
安
心
し
て
買
い
、
食
べ
ら
れ
ま
す
。」

（記／瀧川昌宏）

東
京
信
用
金
庫
職
場
体
験

東
京
食
肉
市
場
の
競
り
の
現
場
の
視
察　

肉
牛
新
報
社

▲中学生2名に説明する東京信用金庫山田副部長（左）

豊島区立
千登世橋中学校
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894027

平成21年から、証券税制が変わります！都 税 の
お知らせ

　都民税配当割・都民税株式等譲渡所得割は、平成20年12月31日をもって軽減税

率３％が廃止されました（本則税率５％）。ただし、平成21年・22年の2年間は、

税率の特例措置が設けられます。この措置によって、これまで確定申告が不要だった

方でも、確定申告が必要となる場合があります。

平成21年・22年に適用される特別徴収税率

〇都民税配当割（※1）………………３％（別に所得税７％が源泉徴収されます。）

〇都民税株式等譲渡所得割（※2）…３％（別に所得税７％が源泉徴収されます。）

※1　�年間の配当額（1銘柄あたりの年間支払金額が1万円以下のものを除く。）の合算額が100万円超の方は、
確定申告が必要となり、総合課税（配当控除あり）か申告分離課税（配当控除なし）のいずれかを選択す
ることになります。

　　　　　　　　　■申告分離課税を選択した場合の税率
　　　　　　　　　　配当額100万円以下の部分　10％(住民税３％、所得税 7％）
　　　　　　　　　　配当額100万円超の部分　　20％(住民税５％、所得税15％）

※2　�年間の上場株式等の譲渡益等の合算額が年間500万円超の方は、確定申告が必要となり、申告分離課税と
なります。

　　　　　　　　　■確定申告をした場合の税率（申告分離課税）
　　　　　　　　　　譲渡益等500万円以下の部分　10％（住民税３％、所得税 7％）
　　　　　　　　　　譲渡益等500万円超の部分　　20％（住民税５％、所得税15％）

お問い合わせ先　　主税局課税部個人事業税係　　　03-5388-2956
　　　　　　　　　中央都税事務所都民税利子割係　03-3553-2158

都税の電子申告「ｅ
エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸ」を
ご利用ください
eLTAX ホームページ　http://www.eltax.jp/
サポートデスク　0570-081459
 （IP電話やPHSからは03-5339-670）
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894029

所得税・贈与税
の申告・納税は

◎申告と納税は期限内に。◎納税は便利な振替納税で

個人事業者の消費税・地方消費税
の申告・納税は

e-Taxの利用に関しては、開始届出書の提出、電子証明書の取得〔手数料が必要です〕、ICカード
リーダライタの購入などの事前準備が必要です。詳しくはホームページをご覧ください。

平日（月〜金）以外でも、一部の税務署では2月22日と3月1日に限り、日曜日も
確定申告の相談・申告書の受付を行います。詳しくは、国税庁ホームページで確認
されるか、税務署にお尋ねください。
※通常土・日・祝日は閉庁しております。

国税庁ホームページ
から電子申告

最高5,000円の
税額控除

添付書類を
提出省略

還付金が
スピーディー
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会員増強に皆様のご協力をお願いします● 30

従来、決算法人説明会の「ご案内」は、税務署、法人会の両方から差し上げて

いましたが、平成19年8月から

税務署からの申告月にあわせてのご案内のみ
となりました。

なお、説明会は毎月開催しております。申告月

以外の月でも参加することができます。行事予

定表（31ページ掲載）で日程・場所をご確認く

ださい。

また、法人会からのご案内に同封しておりまし

た「決算シール」は、本誌裏表紙に印刷され

ている「豊島法人会会員証」を点線で切り

取って、申告書に貼付してください。

申告書に切り取って添付しましょう

豊島法人会会員の皆様へ

決算法人説明会・決算シールについて

本誌裏表紙

200901
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894031

H11.1/25・26
プリムラオブコニア

◆小池俊夫氏（一九三四〜二〇〇四）　

実
兄
の
小
池　

清
氏
（
元
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ク
イ
ズ
司
会
）

の
文
章
か
ら

「幼い頃の三歳の差は大きい。弟俊夫には随分兄貴風を吹かせたもの
だ。それでも彼はニコニコしてい

た。だがこれだけは兄貴顔ができなかった。

＂絵＂
である。俊

夫は左利き。紙をクルクル廻しながら、とんでもない方向から描き始め続け、見事な絵を完成させた。まるで魔法を見るようだった。」　

表
紙
の
画
は
、
文
京
区
大
塚
、
護
国
寺
境
内
の
裏
手
に
あ
る
薬
師
堂
で
す
。
か
な
り
大
振
り
な
雪

柳
が
、
早
春
の
頃
白
い
小
花
を
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
つ
け
る
と
、
行
き
か
う
人
の
歩
み
を
止
め
る
よ
う

で
す
。
元
禄
時
代
か
ら
の
こ
の
建
物
を
守
る
よ
う
に
、
木
々
が
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

（記／松尾和代子）

　

二
〇
〇
六
年
四
月
号
以
来
久
し
ぶ
り
で
編
集
キ
ャ
ッ
プ
の
大
役
が

回
っ
て
き
た
。
一
昨
年
の
春
頃
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム

ロ
ー
ン
問
題
は
、
つ
い
に
そ
の
輪
を
拡
大
さ
せ
て
、
わ
が
国
を
も
巻

き
込
む
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
世
界
大
恐
慌
に
ま
さ
に
突
入
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
今
年
は
丑
年
を
迎
え
た
が
、「
牛
に
対
し
て
琴
を
弾
ず
」
と

い
う
故
事
が
あ
る
。
魯
国
の
公
明
儀
が
牛
の
前
で
高
尚
な
趣
の
曲
を

弾
じ
た
が
、
牛
は
素
知
ら
ぬ
顔
で
草
を
食
べ
続
け
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
高
尚
な
こ
と
を
言
っ
て
も

志
し
の
低
い
も
の
に
は
理
解
さ
れ
な
い
と
広
辞
苑
に
あ
る
。

　

期
待
を
持
っ
て
誕
生
し
た
は
ず
の
麻
生
太
郎
内
閣
は
解
散
も
出
来
ず
、
経
済
対
策
も
な
し
の
つ
ぶ

て
で
新
年
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
困
惑
極
ま
れ
る
政
治
・
経
済
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
わ
が
豊
島
法
人
会
も
社
会
貢
献
に
主
体
を
置
い
た
法
人
会
に
脱
皮
を

図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
新
年
号
の
中
で
何
か
将
来
に
希
望
を
持
て
る
も
の
を
汲
み
取
っ
て
戴
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（記／一月号編集キャップ

   瀧川昌宏）

表
紙
の
言
葉

編
集
後
記

小池俊夫作「護国寺裏手 春雪柳」
パステル　315×405

月　　日 行　　　　事 時　間 場 　　所
21年 2. 4 水 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

2. 6 金 箱根親睦研修旅行（7日まで） 15:50～ 箱根湯本河鹿荘

2. 11 水 青年部会海外研修（15日まで） マレーシア・クアラルンプール

2. 11 水 女性部会海外研修（14日まで） 香港・マカオ

2. 13 金 決算法人説明会 13:30～16:00 測量地質健保会館

2. 18 水 事業承継研修会 14:00～16:00 測量地質健保会館

2. 26 木 印紙税実務講座 14:00～16:00 測量地質健保会館

3. 4 水 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

3. 8 日 第12回目白ロードレース 8:00～12:00 学習院周辺

3. 11 水 決算法人説明会 13:30～16:00 豊島区勤労福祉会館

3. 12 木 第2回としまものづくりメッセ（14日まで） 10:00～17:00 サンシャインシティ展示ホール

3. 19 木 新型インフルエンザセミナー 18:00～20:30 豊島区民センター文化ホール

4. 2 木 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

4. 14 火 決算法人説明会 13:30～16:00 税務署会議室

5. 12 火 決算法人説明会 13:30～16:00 豊島区勤労福祉会館

5. 13 水 決算法人説明会 13:30～16:00 豊島区勤労福祉会館

5. 14 木 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

5. 18 月 第35回通常総会 16:00～ ホテルメトロポリタン

豊島法人会　行事予定表（2月〜5月）
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✂ 社団
法人豊島法人会会員証
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申告書に切り取って貼付しましょう。
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●新春のご挨拶
●法人会の活動状況
●豊島税務署からのお知らせ
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